
写真：６月15日、登録記念セレモニー（市役所本庁前）
背景写真：祖母山

特
集　

�

祖
母
・
傾
・
大
崩
山
系
が

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
！

Ｐ
６
～
Ｐ
７

2017 №149８
August

市報



平
成
29
年
度

施
政
方
針

平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
に
お
け
る

私
の
市
政
運
営
に
関
す
る
所
信
の
一
端

と
主
要
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方

本
市
は
、
平
成
17
年
３
月
に
市
制
を

施
行
し
て
、
今
年
で
13
年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
こ
の
間
、
人
口
は
６
千
人
減

少
、
高
齢
化
率
は
40
％
を
超
え
る
な
ど
、

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
著
し

い
典
型
的
な
中
山
間
の「
ま
ち
」に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
豊
後
大
野
市
を
未
来
に
向
か
っ

て
繋
い
で
い
く
た
め
に
は
、
地
域
で

育
っ
た
若
者
が
こ
の
地
域
に
残
っ
て
い

け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、『
豊
後
大
野
市
で

育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
将
来
も
こ
の
ま

ち
に
住
み
た
い
と
思
い
、
定
住
を
可
能

に
す
る
仕
事
が
確
保
さ
れ
、
子
育
て
支

援
や
学
校
教
育
が
充
実
し
て
い
る
』と

い
っ
た
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
目
指
す
こ

と
で
、
将
来
に
向
か
っ
て
地
域
を
繋
い

で
い
く
こ
と
の
で
き
る「
持
続
可
能
な

豊
後
大
野
市
づ
く
り
」を
実
現
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も
防
災
、
防
犯
対
策
や

買
い
物
弱
者
対
策
等
の「
暮
ら
し
の
安

全
・
安
心
」へ
の
取
組
、
道
路
網
の
整

備
や
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

等
の「
快
適
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

環
境
整
備
」へ
の
取
組
な
ど
様
々
な
施

策
と
併
せ
、
山
積
す
る
課
題
に
対
し
ま

し
て
も
、「
持
続
可
能
な
豊
後
大
野
市

づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
、
職
員
と
一

丸
に
な
っ
て
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

主
要
施
策
及
び
重
点
事
業

「
第
２
次
豊
後
大
野
市
総
合
計
画
」の

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
策
定
さ

れ
た
前
期
基
本
計
画
の
施
策
に
基
づ
き

各
種
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■「
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
し
ご
と
が
あ

る
ま
ち
」

農
業
の
振
興

「
も
の
づ
く
り
」と
し
て
の
収

益
力
を
高
め
る
た
め
に
、
ブ
ラ

ン
ド
化
の
促
進
と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新

規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
は
も

と
よ
り
、
地
域
農
業
の
核
と
な

る
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
法

人
の
確
保
・
育
成
、
優
良
企
業

及
び
異
業
種
の
農
業
参
入
の
推

進
な
ど
、
多
様
な
担
い
手
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

林
業
の
振
興

適
正
な
森
林
施
業
の
実
施
や

森
林
の
保
全
に
よ
り
、
森
林
を

健
全
に
維
持
造
成
す
る
と
と
も

に
、
造
林
事
業
の
上
乗
せ
補
助

金
を
実
施
し
、
再
造
林
及

び
保
育
、
間
伐
等
の
森
林

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

工
業
の
振
興

地
場
企
業
や
誘
致
企
業

の
定
着
、
雇
用
の
増
大
を

図
る
た
め
、
企
業
と
の
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
、
事

業
環
境
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
本
市
の
大
部
分

を
占
め
る
中
小
企
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、「
中
小

企
業
活
性
化
基
本
条
例
」

の
制
定
に
向
け
取
組
ま
す
。

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

市
商
工
会
と
の
一
層
の

連
携
強
化
と
、
商
工
業
者

の
経
営
改
善
や
起
業
者
の

支
援
、
商
店
街
活
性
化
に
資
す

る
施
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
商
工
会
が
実
施
す
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
を

継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

観
光
の
振
興

本
市
が
誇
る
地
域
資
源
を
生

か
し
た「
体
験
」や「
交
流
」を
基

盤
と
す
る
観
光
施
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
本
年
度
中
に
新

た
な「
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」を

策
定
し
ま
す
。

▲里の旅ものがたり館「あっそうか！」 オープニングセレモニー
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雇
用
環
境
の
向
上

雇
用
の
場
の
確
保
や
雇
用
環

境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
大
分

労
働
局
と
雇
用
対
策
協
定
を
締

結
す
る
な
ど
の
雇
用
施
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
実
践
型
地
域

雇
用
創
造
事
業
に
取
組
ま
す
。

■「
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
す

ま
ち
」

保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診

等
へ
の
受
診
行
動
に
つ
な
が
る

よ
う
周
知
・
普
及
啓
発
を
細
や

か
に
行
う
と
と
も
に
、
健
康
教

室
や
個
別
保
健
指
導
等
へ
の
取

組
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
新

生
児
・
乳
児
期
の
全
戸
訪
問
や

教
室
、
幼
児
健
診
等
の
実
施
、

「
第
２
次
豊
後
大
野
市
食
育
推

進
計
画
」に
基
づ
い
た
食
育
推

進
事
業
に
も
引
き
続
き
取
組
ま

す
。

地
域
福
祉
の
充
実

「
第
３
期
豊
後
大
野
市
地
域

福
祉
計
画
」に
沿
っ
た
取
組
と

と
も
に
、
戦
没
者
追
悼
式
の
開

催
や
遺
族
会
へ
の
補
助
金
交
付

等
を
行
い
ま
す
。

結
婚・出
産・子
育
て
支
援
の
充
実 

定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
に
、
婚
活
支
援
事
業

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
年

度
か
ら
、
教
育
・
保
育
施
設
や

子
育
て
支
援
事
業
の
情
報
提
供

を
行
う「
利
用
者
支
援
事
業
」を

開
始
し
、
子
育
て
支
援
体
制
の

更
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

認
定
子
ど
も
園
や
保
育
所
の
改

修
を
計
画
的
に
行
う
と
と
も
に
、

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
を
新

た
に
整
備
す
る
な
ど
、
利
用
定
員

の
増
加
や
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
よ
う
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
新
総

合
支
援
事
業
を
始
め
、
昨
年
発

足
し
た
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
活
動
や
、
本
年
度
か

ら
各
町
に
配
置
し
た
専
任
相
談

員
に
よ
る
独
居
高
齢
者
等
へ
の

訪
問
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
ケ

ア
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
の

中
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
障
が
い
者
や
障
が
い
児

及
び
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

社
会
保
障
の
充
実

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
生
活
困
窮
者
対
策
と
し

て
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
家
計
相
談
支
援
事
業
や
子
ど

も
の
学
習
支
援
事
業
、
生
活
困

窮
者
支
援
食
糧
支
給
事
業
等
に

引
き
続
き
取
組
ま
す
。

■「
豊
か
な
く
ら
し
と
安
心
を
実
感
で
き

る
ま
ち
」

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

本
市
の
持
つ
交
通
資
源
を
有

効
活
用
し
た
効
率
的
な
交
通
体

系
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
市

民
皆
さ
ま
に
よ
り
多
く
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
取
組
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
市
道
の
老
朽

化
し
た
施
設
の
改
修
や
、
視
距

改
良
、
離
合
所
の
設
置
等
を
行

う
と
と
も
に
、
市
道
７
路
線
の

新
設
改
良
を
計
画
的
に
実
施
し
、

市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
及

び
通
行
の
安
全
を
図
り
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
、
適
切
な
施
設
の
更

新
、
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
上
水
道
・
簡
易
水
道
へ

の
加
入
を
促
進
し
、
水
質
改
善

に
よ
る
生
活
環
境
の
向
上
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
に

策
定
し
た「
豊
後
大
野
市
生
活

排
水
処
理
施
設
整
備
構
想
」に

基
づ
き
、
市
内
全
地
域
で
く
み

取
り
便
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

転
換
を
図
る
た
め
、
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
転
換
に
対
し
支
援

を
行
い
、
汚
水
処
理
人
口
普
及

率
の
向
上
に
取
組
ま
す
。

住
宅
環
境
等
の
整
備

地
震
に
よ
る
建
築
物
倒
壊
の

被
害
か
ら
市
民
の
生
命
及
び
財

産
を
守
る
た
め
、
昭
和
56
年
以

前
の
木
造
建
築
物
の
耐
震
診
断

と
改
修
に
係
る
費
用
に
対
し
助

成
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な

市
営
住
宅
の
建
替
え
な
ど
、
国

庫
補
助
事
業
を
活
用
し
た
整
備

を
行
い
ま
す
。

土
地
利
用
・
景
観
の
整
備

重
要
文
化
的
景
観
と
の
調
整

や
市
民
と
の
合
意
形
成
を
図

り
、「
景
観
計
画
」と「
景
観
条

例
」の
制
定
に
向
け
取
組
ま
す
。
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ま
た
、
現
在
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
空
き
家
対
策
の
取
組
と
し

て
、「
豊
後
大
野
市
空
家
等
対

策
計
画
」を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
今
年
度
か
ら
老
朽
危
険
空

き
家
の
除
却
費
用
に
対
し
助
成

制
度
を
開
始
し
ま
す
。

環
境
衛
生
の
推
進

平
成
39
年
度
ま
で
の
延
命
化

を
目
指
し
た
清
掃
セ
ン
タ
ー
基

幹
的
設
備
改
良
事
業
が
完
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
削
減
や
二
酸
化
炭
素
の

排
出
削
減
目
標
が
達
成
さ
れ
る

な
ど
改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
も
安

定
的
か
つ
適
正
な
廃
棄
物
処
理

を
行
い
な
が
ら
施
設
の
管

理
運
営
を
行
い
、
生
活
環

境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

移
住
・
定
住
の
促
進

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
報
な
ど
を
通
じ
て
移

住
・
定
住
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
、
利
用
希
望
者

の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た

空
き
家
の
掘
り
起
し
や
情
報
提

供
に
努
め
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
推
進

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

高
齢
者
や
未
成
年
者
へ
の
交
通

安
全
教
室
や
街
頭
啓
発
活
動
な

ど
の
交
通
安
全
対
策
や
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
各
種
防
犯

活
動
に
よ
る
防
犯
対
策
に
引
き

続
き
取
組
ま
す
。

防
災
対
策
の
充
実

今
年
度
、
全
世
帯
に
配
布
し

た「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」に
よ

り
、
市
民
皆
さ
ま
が
市
内
に
お

け
る
土
砂
災
害
危
険
箇
所
や
浸

水
想
定
区
域
等
を
把
握
し
、
災

害
発
生
時
に
お
け
る
初
動
対
応

な
ど
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、

日
ご
ろ
か
ら
の
災
害
に
備
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
て
周
知
し
ま
す
。

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

市
民
皆
さ
ま
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
火
災
や
事
故
等
の

災
害
か
ら
守
る
た
め
、
消
防
職

員
の
育
成
や
技
術
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
市
消
防
団
と
連

携
を
強
化
し
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

情
報
管
理
、
情
報
化
の
推
進

生
活
者
の
利
便
性
の
向
上
や
、

事
故
・
災
害
時
に
お
け
る
通
信

手
段
の
確
保
、
さ
ら
に
は
観

光･

産
業
振
興
等
の
観
点
か
ら
、

携
帯
電
話
事
業
者
の
事
業
参
画

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
携
帯
電

話
不
感
地
域
の
解
消
に
取
組
ま

す
。

■「
豊
か
さ
を
つ
な
ぐ
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た

「
豊
後
大
野
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
」の
趣
旨
に

沿
っ
て
取
組
を
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

平
成
24
年
３
月
に
制
定
さ
れ

た「
豊
後
大
野
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」に
基
づ
き
設
置
し

た「
豊
後
大
野
市
自
治
推
進
委

員
会
」に
よ
る
基
本
条
例
の
点

検
・
検
証
を
行
い
、
条
例
の
効

果
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

広
域
連
携
の
推
進

昨
年
３
月
に
圏
域
形
成
し
た

県
内
８
市
町
に
よ
る「
大
分
都

市
広
域
圏
」に
お
い
て
、
本
市

単
独
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

や
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、

各
市
町
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、

持
続
的
か
つ
安
定
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

主
体
的
で
計
画
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く

経
常
経
費
削
減
の
取
組
に
よ
り

財
政
的
な
成
果
が
現
れ
て
き
た

も
の
の
、
平
成
28
年
度
中
期
財

政
計
画
に
お
い
て
、
平
成
32
年

度
の
経
常
収
支
比
率
が
96
・

６
％
と
財
政
構
造
の
硬
直
化
が

進
ん
だ
数
値
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
行
政
改
革
大
綱
及

び
第
３
期
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実

施
に
向
け
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

■「
豊
か
な
心
と
学
ぶ
意
欲
を
育
む
ま
ち
」

学
校
教
育
の
充
実

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
に

向
け
た
教
育
Ｔ
Ｒ
Ｙ（
ト
ラ
イ
）

運
動
を
充
実
・
強
化
す
る
中
で
、

本
市
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

▲防災ガイドブック
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ク
ー
ル
を
母
体
と
し
た
連
携
型

小
・
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
、

子
ど
も
の
生
き
る
力
の
向
上
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
目
指
す
と
と
も
に
、
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
心
豊
か
な
子
ど
も
、

そ
し
て
、
豊
後
大
野
市
の
将
来

を
展
望
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

生
涯
学
習
の
充
実

次
代
を
担
う
青
少
年
に
様
々

な
体
験
活
動
や
学
習
の
機
会
を

提
供
す
る
と
も
に
、
学
校
や
家

庭
、
地
域
、
行
政
が
連
携
し
て

発
達
段
階
に
応
じ
た
生
涯
学
習

環
境
の
整
備
に
取
組
ま
す
。
ま

た
、
各
公
民
館
に
配
置
し
た
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心

に
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

た
住
民
の
主
体
的
な
学
習
・
実

践
活
動
を
行
い
な
が
ら
公
民
館

活
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
本
年
３
月
に「
図
書
館

及
び
資
料
館
建
設
検
討
委
員

会
」か
ら
出
さ
れ
た
答
申
を
基

に
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る

ま
で
親
し
み
や
す
く
利
用
し
や

す
い
図
書
館
の
整
備
に
向
け
、

市
民
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
基
本
計
画
の
策
定
等
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

市
体
育
協
会
や
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
と
連
携

し
、
競
技
水
準
の
向
上
と
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
市
民
が
安
全
で
快
適
に

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
、
計

画
的
に
体
育
施
設
の
維
持
補
修

を
行
い
ま
す
。

文
化
・
芸
術
の
振
興

平
成
30
年
秋
に
第
33
回
国
民

文
化
祭
及
び
全
国
障
害
者
芸

術
・
文
化
祭
が
大
分
県
で
開
催

予
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
は
国
民
文
化
祭
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
本
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
向
け
た
協
議
、
調
整
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
市
国
際
交
流

協
会
等
の
民
間
主
導
に
よ
る
交

流
事
業
に
対
し
て
、
引
き
続
き

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
友
好

都
市
で
あ
る
台
東
区
と
の
交

流
・
友
好
を
深
め
ま
す
。

文
化
財
等
の
保
存
・
継
承

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

各
種
講
座
や
学
習
活
動
等
を
通

じ
て
、
大
地
の
成
り
立
ち
や
豊

後
大
野
の
歴
史
を
学
ぶ
機
会
を

提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て
資
料

館
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

図
書
館
建
設
に
併
せ
資
料
館
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
埋

蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
・
文
化

財
保
護
の
拠
点
と
し
て
、「
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」の
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

人
権
尊
重
社
会
の
実
現

同
和
問
題
を
始
め
と
し
た

様
々
な
人
権
課
題
の
解
決
に
向

け
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関

係
機
関
や
団
体
な
ど
と
の
連
携

を
深
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
真
に

住
み
や
す
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
、
人
権
・
同

和
教
育
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

■「
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
残
し

伝
え
る
ま
ち
」

ジ
オ
・
自
然
と
の
共
生

平
成
25
年
に
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
認
定
を
受
け
て
以

降
、
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
6
月
14
日
に
大
分

県
と
宮
崎
県
の
関
係
6
市
町
に

よ
る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

両
県
及
び
関
係
市
町
と
連
携
し

た
取
組
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

環
境
保
全
の
推
進

昨
年
度
に
策
定
し
た「
豊
後

大
野
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」及
び「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
目
指
し
た
取
組
を
進
め

ま
す
。

▲祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク登録
　記念セレモニー
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特集!「
祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」の
誕
生
！

６
月
14
日
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
理
事
会

に
お
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク（
生
物
圏
保
存
地

域
）の
新
規
登
録
地
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
祖

母
・
傾
・
大
崩
の
登
録
が
決
定
し
、「
祖
母
・
傾
・
大

崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

優
れ
た
景
観
や
多
様
な
動
植
物
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
、
さ
ら
に
、
そ
の

自
然
へ
の
畏い

敬け
い

の
念
が
地

域
文
化
と
し
て
根
付
い
て

い
る
こ
と
な
ど
が
、
自
然

と
人
と
の
共
生
に
お
け
る

世
界
的
な
モ
デ
ル
に
ふ
さ

わ
し
い
と
高
く
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

６
月
15
日
に
は
、
豊
後
大
野
市
役
所
前
で
登
録
決
定

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。セ

レ
モ
ニ
ー
の
中
で
、
大
分
県
祖
母
傾
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
委
員
の
三
代
泰
司
氏
は

「
こ
れ
ま
で
３
年
間
に
わ
た
り
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

登
録
さ
れ
た
こ
と
は
地
元
と
し
て
非
常
に
喜
ん
で
い
ま

す
。
エ
コ
パ
ー
ク
を
活
用
し
て
新
商
品
の
開
発
や
ブ
ラ

ン
ド
化
を
考
え
て
い
き
た
い
。」と
述
べ
、
同
協
議
会
委

員
の
米
澤
陽
子
氏
は

「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
は
、
七
世
代
先
の
こ
と

を
考
え
て
行
動
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
目
先

の
こ
と
で
な
く
、
次
世
代
の
た
め
に
行
動
し
、
こ
の
地

域
を
誇
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
月
17
日
に
は
、
延
岡
市
で
大
分
・
宮
崎
県

の
共
同
記
者
会
見
、
記
念
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ 

川
野
市
長
は

『
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
登
録
を
機
に
、
祖
母
・

傾
・
大
崩
山
系
の
豊
か
で
貴

重
な
財
産
を
後
世
に
繋
ぐ
と

と
も
に
、
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
強
力
に
推
し
進
め

て
い
き
た
い
。』

と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク（
生
物
圏
保
存
地
域
）と
は

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、
生
態
系
の
保
全
と
持

続
可
能
な
利
活
用
の
調
和（
自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
）

を
目
的
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
が
開
始
し
た
事
業
で
す
。

地
域
の
豊
か
な
生
態
系
や
生
物
多
様
性
を
保
全
し
、
自

然
に
学
ぶ
と
共
に
、
文
化
的
に
も
経
済
・
社
会
的
に
も

持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
す
取
組
で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
は
、
国
内
で
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
つ
け
ら
れ
た
通
称
で
、
海
外
で
は「BR:Biosphere 

Reserves

（
生
物
圏
保
存
地
域
）」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
３
つ
の
機
能

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
自
然
環
境
を
厳
格
に
保

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
核
心
地
域
」、
調
査
・
研
究

祖
母
・
傾
・
大お

お

崩く
え

山
系
が

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
！

▲祖母山▲傾山

▲大崩山

▲共同記者会見
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の
場
を
提
供
す
る「
緩
衝
地
域
」、
人
が
暮
ら
し
を
営
む

「
移
行
地
域
」の
３
つ
の
地
域
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
特
徴
は

大
分
、
宮
崎
両
県
に
ま
た
が
る
祖
母
・
傾
・
大
崩
山

系
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
を
源
流
と
す
る
大
野
川
水
系
、

五
ヶ
瀬
川
水
系
流
域
の
６
市
町
を
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま

す
。

九
州
最
高
峰
級
の

山
々
か
ら
な
る
急
峻
な

山
岳
地
形
と
美
し
い
渓

谷
を
有
し
て
お
り
、
多

様
な
植
生
と
と
も
に
、

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
や
ソ

ボ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な

ど
の
希
少
種
も
生
息
し

て
い
る
生
物
種
の
宝
庫

で
す
。

ま
た
、
文
化
的
背
景

で
あ
る
祖
母
山
信
仰
や
、

神
楽
に
代
表
さ
れ
る
地

域
固
有
の
多
彩
な
民
俗

芸
能
が
継
承
さ
れ
て
お

り
、
自
然
へ
の
畏い

敬け
い

の

念
が
地
域
の
文
化
と
し

て
根
付
い
て
い
ま
す
。

貴
重
な
自
然
を
守
り
、
は
ぐ
く
み
、
次
世
代
へ

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
次
世
代
へ
残
し
て

い
く
た
め
に
祖
母
傾
周
辺
の
生
態
系
の
調
査
を
豊
後
大

野
市
自
然
史
友
の
会
、
大
分

生
物
談
話
会
、
大
分
昆
虫
同

好
会
、
大
分
県
植
物
研
究
会

と
協
力
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
後
大
野
市
自
然

史
友
の
会
が
、
約
３
年
間
に

わ
た
り
調
査
し
た
結
果
を
ま

と
め
た「
豊
後
大
野
市
自
然

図
鑑
」を
、
市
内
小
学
校
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

自
然
を
感
じ
、
ま
な
び
、
そ
の
大
切
さ
を
次
世
代
へ

豊
か
な
自
然
を
感
じ
、
保
全
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

次
世
代
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
植
物
観
察
会
や
学
習

会
を
本
市
と
専
門
家
の
方
と
一
緒
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
と
位

置
付
け
る「
祖
母
山
麓
尾
平
青
少
年
旅
行
村
」を
活
用
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
一
緒
に
観
察
会
や
自
然
体
験
活
動

を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

自
然
を
敬
い
、
受
け
継

が
れ
て
き
た
伝
統
を
次

世
代
へ

こ
れ
ま
で
多
彩
な
民

俗
芸
能
が
継
承
さ
れ
て

き
た
地
域
で
す
が
、
今
も
な
お
各
地
で
神
楽
や
獅
子
舞

な
ど
、
伝
統
芸
能
を
次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
取
組
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
守
り
広
げ
て
い
く

今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
御
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
分
県
・
宮
崎
県
、
そ
し
て
関
係

各
市
町
と
連
携
し
豊
か
な
自
然
の
保
全
活
動
の
推
進
や

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
国
内
外
に
向
け
た
発
信
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

▲ソボサンショウウオ

▲祖母・傾・大崩ユネスコエコパークのゾーニング図
　■：核心地域　■：緩衝地域　■：移行地域

▲浅草犬山神楽保存会

▲御嶽神楽
　（国指定重要無形民俗文化財）

▲�昨年度改修された祖母
山麓尾平青少年旅行村

▲�菅尾小学校の児童との
　観察会の様子

問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課　
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
係

　
　
０
９
７
４ｰ

２
２ｰ

１
０
０
１（
内
線
２
４
５
６
）
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豊後大野“自然”写真コンテスト2017　作品募集のお知らせ豊後大野“自然”写真コンテスト2017　作品募集のお知らせ
市ではジオパークや生物多様性ぶんごおおの戦略等、豊後大野の自然を活用した取組が盛んに行われてきました。
さらに今年の６月14日には祖母傾山系がユネスコエコパークに登録されました。そこで、豊後大野の豊かな自然と
そこに生きる人々の営みをテーマとして写真を募集します。

全 体 テ ー マ	 「豊後大野の豊かな自然と暮らし」

募 集 部 門
１．豊後大野の「自然と生き物」部門	 ◦祖母・傾・大崩ユネスコエコパークに登録された祖母傾山系の豊かな自然
	 ◦豊後大野市で見られる生き物
２．豊後大野の「里山と暮らし」部門	 ◦豊後大野市の里山の風景（田園・ローカル線の風景・石橋など）
	 ◦人々の暮らし（祭り・伝統芸能・農作業など）

応 募 資 格	 どなたでも応募いただけます。

応募規定（抜粋）
◦�豊後大野市内で平成28年４月以降に撮影されたカラー写真、もしくはモノクロ写真（フイルム・デジタルを問いま
せん）
◦�サイズは、六つ切・ワイド六つ切・四つ切・ワイド四つ切とし、デジ
タル写真はA４判にプリントしたものでも構いません。
◦応募点数の制限はございません。
◦�作品に肖像権を有する被写体が含まれる場合、必ず被写体の方の承諾
を得た上で応募してください。
◦�入賞作品の著作権は撮影者に帰属します。ただし、主催者は入賞作品
の展示及びパンフレット等に使用する権利を有し、入賞者には市が作
品を無償で使用することおよび文字入れや一部分の切り取り等の加工
を行うことに同意をいただいたものとします。

募 集 期 限	 ９月29日（金）まで（当日消印有効）

応 募 先	 〒879-7198 大分県豊後大野市三重町市場1200番地
	 商工観光課内「豊後大野“自然”写真コンテスト2017事務局」宛

問い合わせ先　商工観光課　ジオパーク推進係　 0974-22-1001（内線2456）　

介護保険

対象となる方 平成29年７月までの
負担の上限（月額）

平成29年８月からの
負担の上限（月額）

現役並み所得者に相当する方がいる世帯の方 44,400円（世帯） 44,400円（世帯）

世帯のどなたかが市区町村民税を課税されている方 37,200円（世帯） 44,400円（世帯）〈見直し〉

世帯の全員が市区町村民税を課税されていない方 24,600円（世帯） 24,600円（世帯）

前年の合計所得金額と公的年金収入額の合計
が年間80万円以下の方等

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

生活保護を受給している方等 15,000円（個人） 15,000円（個人）

※「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員の負担の合計の上限額を指し、
　「個人」とは、介護サービスを利用したご本人の負担の上限額を指します。

ただし、今回の変更者で①と②の両方に該当する場合、年間の上限446,400円（37,200×12か月）を適用【新設】
（３年間の時限措置）※８月から翌年７月までを一つのサイクルとし、翌年の７月31日時点で判定
①同じ世帯の全ての65歳以上の方（サービス未利用者を含む。）の利用者負担割合が１割
②世帯が現役並み所得者世帯に該当しない

問い合わせ先　高齢者福祉課　介護保険係　 0974-22-1001（内線2177）

2016年グランプリ作品「大野桜街道」（渋谷恭子氏）

月々の負担上限〈高額介護（予防）サービス費の基準〉が変わります
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第十回特別弔慰金の請求期限が近づいています。
平成30年４月２日までに、ご請求ください。

戦没者等の
ご遺族のみなさまへ
請求期限を過ぎますと、第十回特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、お早めにご請求ください。
支給対象となる方
平成27年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを受

ける方（戦没者の妻や父母等）がいない場合に、以下の順番で順位が先になるご遺族お一人に支給されます。

支給対象は、戦没者等の死亡当時のご遺族で
１．平成27年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことなどの要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。
４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族(甥、姪など)

※戦没者等の死亡時まで引き続き1年以上の生計関係があった方に限ります。

問い合わせ先　社会福祉課　総務監査係　 0974-22-1001（内線2144）

目　　的
市は、規制地域内の工場・事業場の事業活動に伴って発生する悪臭について、必要な規制を行うこと等によ
り、住民の生活環境を保全していくため、悪臭防止法に基づき下記対象地域を指定しました。平成29年９月
１日より施行いたします。
規制対象
規制地域内のすべての事業場（工場、事務所等）から発生する悪臭が対象となります。

規制方式・対象地域及び規制基準
規制方式は臭気指数、対象地域は豊後大野市全域です。
都市計画区域の敷地境界線の規制基準：臭気指数12
都市計画区域外の敷地境界線の規制基準：臭気指数15

臭気指数とは
臭気の強さを示す数値で、においのついた空気を、においが感じられなくなるまで無臭空気で薄めたときの
希釈倍率から算出した数字です。
臭気の測定方法
工場、事業所等の敷地境界での空気を採取後、無臭にした空気で薄めていき、においが感じられなくなった
時点の希釈倍率で求めます。このにおいの試験を行う人（嗅覚パネル）は６人以上で行われ、臭気測定業務従事
者（臭気判定士）の管理のもと行われます。
行政処分等について
規制基準を満たしていないことにより、周辺の環境が損なわれ、苦情が発生した場合には、事業者には適切
な対策を講じていただきます。苦情が解決しない場合には、行政処分や罰則が適用されることもあります。
※施行後１年間は改善命令の措置は猶予されます。

問い合わせ先　環境衛生課　環境衛生係　 0974-22-1001（内線2302）
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老朽危険空き家の除却に対する補助金事業がはじまりました
市では、良好な生活環境を保全するため、老朽化し危険な空家を除却する場合に、除却費用の一部を補助します。

対 象 物 件	 ◦市内に所在し､補助対象者が所有している物件　　◦所有権以外の権利が設定されていない物件
	 ◦事前調査にて｢老朽危険空き家｣に該当する物件
対 象 者	 ◦所有者や管理者等　　◦市税の滞納がないもの
補 助 金 額	 ◦除却工事費の２／５（限度額　50万円）
受 付 戸 数	 ◦10戸予定
申込みについて	 まず、事前調査申請をしていただきます。（申請書は本庁建設課または各支所に準備しています）
	 ｢豊後大野市老朽危険空き家等除却促進事業事前調査申請書｣を作成して提出してください。
申請受付期間	 12月28日㈭まで　※受付戸数が予算の範囲を超えた時点で受付終了します。

申込み・問い合わせ先　建設課　都市計画建築係　 0974-22-1001（内線2363）
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子育て中には、「ちょっと誰かに頼みたいな」ということがあります。
①冠婚葬祭や会議に小さい子どもを同伴できない…　　②病後の子どもをみてほしい…など

子育てのお手伝いができる“まかせて会員”と子育ての手助けをしてほしい“よろしく会員”で構成される登録制の子育て
支援事業です。
豊後大野市内の子育て中の家庭をみんなで応援しませんか？

《よろしく会員》　�15歳までのお子さんをお持ちの方（就労の有
無は問いません）

《まかせて会員》　�子育てのお手伝いができる方で、まかせて会
員養成講習会を受講された方

《どっちも会員》　�両方あわせて登録できます。

まかせて会員になるための養成講習会
日　　　　時 場　　　　　所 講 座 内 容

9月14日㈭　14時～17時 中央公民館 第2会議室（豊後大野市役所２階） 子どもの社会性と生活習慣　など
9月21日㈭　14時～17時 三重町ふれあい児童館　和室 子どもの安全と病気・応急措
9月28日㈭　14時～17時 中央公民館 第2会議室（豊後大野市役所２階） 子どもの心と身体の発達　など

申込み・問い合わせ先　社会福祉課　こども支援係　 0974-22-1001（内線2153）

― 会員募集・まかせて会員講習会のお知らせ ―
豊後大野市地域子育てサポートセンター

利用料金� （1時間単位）

月曜～土曜
７時～19時 600円
時間外 700円

日曜・祝日 ７時～19時 700円
病気の場合 ７時～19時 700円

※子育てほっとクーポンを利用できます。
※会員登録は無料です。万一の事故に備え保険に加入します。

平成29年度狩猟免許更新のための講習および適性検査が行われます。日程等は次のとおりです。

◆日時・会場　①９月６日㈬　神楽会館（豊後大野市清川町砂田810）
　　　　　　　②９月７日㈭　くじゅうサンホール（久住公民館）（竹田市久住町久住6154）
　　　　　　　③９月14日㈭　大分県庁舎本館正庁ホール（大分市大手町3-1-1）
　　　　　　　　※時間はいずれも９時～17時
◆対　象　者　平成26年度に狩猟免許を取得した方
◆内　　　容　１）講習…�鳥獣保護及び狩猟に関する法令、鳥獣の判別、猟具の取扱い及び鳥獣の保護管理に関する知識
　　　　　　　２）適性検査…視力、聴力及び運動能力
◆手　数　料　網猟免許・わな猟免許・第一種銃猟免許・第二種銃猟免許　各々2,900円
　　　　　　　※�但し、申請書を提出する日前１年以内の期間に、大分県内で有害鳥獣捕獲に従事した方については、

県の政策により平成29年度は徴収しない。
◆受 付 期 間　８月１日（火）～８月18日（金）
◆申 込 み 先　大分県豊肥振興局　森林管理班（竹田市大字竹田字山手1501-2　☎0974-63-1174）

平成29年度　狩猟免許更新のお知らせ平成29年度　狩猟免許更新のお知らせ

市税等の徴収に大分県、竹田市より職員派遣
７月３日、市役所において、大分県職員、竹田市職員の併任辞令交付式が行われ、今回、大分県税事務所特別滞納整理
室、竹田市税務課から代表各１名が川野市長より辞令の交付を受け、本市の徴税吏員として業務に従事することになりま
した。
大分県では「県と市町村との連携による地方税徴収強化対策」を実施しており、今回の県職員、竹田市職員からの派遣は
その一環として行われます。この制度は、個人住民税等の収入確保を図り、併せて市税務職員の滞納整理の技術向上を近

隣自治体が連携・協力して行っていくことを目的としています。
川野市長は「県からは、一昨年、昨年、本年度と連続して派遣をいただき徴収率アッ
プにつながりました。また竹田市とは昨年度に引き続いて相互派遣を行うことになり、
お二人には更なる徴収率の向上にお力添えをお願いします」と挨拶。また、派遣された
大分県職員、竹田市職員を代表して挨拶をした県職員の浜野孝幸さんは「これまでの税
務経験を生かし、一日でも早くお力になれるよう頑張ります」と意気込みを語りました。
豊後大野市では、大分県税事務所、竹田市税務課の職員とともに、滞納整理等を実施
します。

豊後大野市地域子育てサポートセンター

▲併任辞令を手にする県職員 
浜野孝幸さん（左）と竹田市職員 
田北裕哉さん（右） 市報ぶんごおおの 2017.8 10



認知症サポーター養成講座を受講しませんか

朝地中学校でサポーター養成講座を開催しました

認知症は誰にも起こりうる脳の病気によるもので、85歳以上では４人に１人にその症状があると言われていて、
高齢化の進展に伴い今後さらに増加、ますます身近な病気になることが予想されます。
しかし、認知症について詳しく知らないために、自分や家族が認知症にかかった時に適切な対処ができず、進行し
てから気づいたり、症状を悪化させてしまうことが少なくありません。周囲の理解と気遣いがあれば穏やかに暮らし
ていくことは可能です。

認知症サポーター養成講座とは

認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を支える応援者である認知症サポーターを養成します。認知
症のメカニズムや症状、診断、治療、予防などを学んでいただき、認知症の方や家族への支援を一緒に考えてい
きましょう。

日　時：８月31日㈭　10時～11時30分　＊受付９時30分から
場　所：地域包括ケア拠点施設ひなたぼっこ
　　　　講座終了後、サポーターの証であるオレンジリングを差し上げます。
　　　　受講を希望される方は、事前の申し込みをお願いします。

申込み先　高齢者福祉課　地域包括支援係　担当　衞藤　 0974-22-1001（内線2175）

６月13日、朝地中学校で、中学生を対象とした認知症サポーター養成講座を開催しました。この取組は昨年から始まり、
『こどもの時から認知症の理解を深めてもらい、地域で生活していくこと、誰にでも優しくすることの意義について学ぶこ
と』を目的としています。３年生14人が参加しました。
内容は、「認知症を正しく知り、理解を深めよう」がテーマの講話を聞き、続いて生徒達は２班に分かれて、「行き先がわ
からずに道に迷っている高齢者への声のかけ方」を話し合う学習を行いました。その後、班ごとに実演を交えながら話し
あった結果を発表しました。
学習の感想では、「認知症について勉強できてよかった」「これからは高齢者にすすんで声をかけたい、優しく接したい」

「困っていたら、助けてあげられるようにしたい」と報告があり、とてもよい学習ができました。

▲熱心に話し合いました ▲声のかけ方を実演

認知症に関する心配ごとや困りごとについて、ご本人やご家族・関
係者からのご相談に相談員が応じます。お気軽にお問合せください。

◦日時：８月18日㈮　14時～16時　傾聴セラピストによる傾聴
　　　　８月21日㈪　10時～12時　認知症疾患医療センター相談員対応
　　　　９月６日㈬　10時～12時　認知症疾患医療センター相談員対応

◦場所：地域包括ケア拠点施設ひなたぼっこ

もの忘れ相談日のお知らせ ～ 問い合わせ先 ～
◦高齢者福祉課　地域包括支援係
　 0974-22-1001（内線2175）
◦豊後大野市地域包括支援センター
　☎0974-22-0505
◦地域包括ケア拠点施設ひなたぼっこ
　☎0974-22-8181（水・土のみ）
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新しい図書館と資料館について
これまでの経緯

平成28年４月より始まりました第２次豊後大野市総合計画において、生涯学習の推進を行っていくため、“図書館
を整備すること”としました。
まずはじめに、図書館の今後について市民の皆さんと一緒になって考えていくための市民講座（講師 渡部幹雄 和歌
山大学附属図書館長）を開催しました。平成28年５月から９月にわたり合計10回の講座を開催し、21人の市民が図
書館について学びました。
その矢先、平成28年5月に文化財愛護団体より市教育委員会に対して、図書館を建設するときに資料館も整備して
ほしいという要望があり、新しい図書館と資料館について一緒に考えていくことになりました。

今後について
現在、基本計画を策定する準備をしており、来年の９月までに設計を終える予定で、建物自体は平成32年３月末
の完成を目指しています。（サービスの開始は32年の秋を予定しています。）

みんなの思いを形に
昨年11月から新しい図書館および資料館の建設をもっと詳しく考え
ていくための建設検討委員会が立ち上がりました。アンケートや視察を
行うなどして委員会で出た色々な意見を市教育委員会に答申しました。

アンケートでわかったこと！
２月15日から１か月間、約2,000人
の方から回答をいただきました。回答
の一部を紹介します。

“望む図書館像”
1位　�静かで開放的な雰囲気が感じら

れる空間
2位　�ゆっくりくつろげる閲覧スペー

スがある
“新資料館の場所”

1位　�遠方の人が訪れやすく、車など
で立ち寄りやすい場所

2位　図書館との併設

６月24日㈯に市民説明会を開催しました♪
市役所前のひなたぼっこで行われた説明会には、
雨の中にもかかわらず約60人の市民が来場され、
今の施設の現状に関することやより良い施設にする
ための建設的な意見などが出ました。あっという間
の90分で、最後には温かい拍手も起こりました。

長崎県のたらみ図書館（諫早市）な
どを視察する委員

答申書を手渡す渡部委員長

活発な意見交換が行われました

▲

防災士養成研修　受講生募集お知らせ
いつ起こるかわからない災害に備え、防災・減災の知識・技能を身につけ、地域等における防災活動の主導的な

立場となる防災士を養成する「防災士養成研修」の受講生を募集します。
◦日　　時　10月21日㈯～22日㈰（2日間）　９時～18時（予定）　　　◦場　　所　朝地公民館ホール
◦内　　容　２日目の講義終了後、防災士資格取得試験を受験していただきます。
　　　　　　※自習レポートの提出（事前）と、普通救命講習を受講していただく必要があります。
◦受 講 料　無料（原則）
◦対 象 者　防災活動に関心があり、地域等において防災活動を行うことが可能な方
◦定　　員　30名程度　※申込多数の場合は、地域バランス等考慮して調整します。
◦申込締切　８月25日㈮　　◦申込み先　総務課 地域安全係または各支所

問い合わせ先　総務課　地域安全係　 0974-22-1001（内線2410）

問い合わせ先　社会教育課　社会教育係　 0974-22-2111（内線2232）
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身近なことからCO2削減。マイバッグを利用しましょう。

豊後大野市職員（事務職・土木技術職・保健師・消防士）
採用試験のお知らせ

平成
29年度

豊後大野市では、平成30年度に採用予定の職員の募集を行います。募集要項は次のとおりです。

■試験区分および採用予定者数等
試験区分 試験種類 受験資格要件 採用予定者数

事 務 職

上級試験 平成２年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人

５名程度

初級試験 平成８年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人

初級試験
（身体障がい者枠）

平成２年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人で、次の
各号のいずれにも該当する人であることとします。
①�　身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付を受け
ている人
②�　自力により通勤ができ、かつ、介助者なしに職務の遂行が可能
な人
③　活字印刷物による出題に対応できる人

土木技術職 初級試験
昭和62年４月２日以降に生まれた人で、測量士、測量士補又は土木
施工管理技士のうちのいずれかの資格を有する人（平成29年度実施
の国家試験で取得見込みの人を含む）

1名程度

保 健 師 初級試験 昭和52年４月２日以降に生まれた人で、保健師の免許を有する人
（平成29年度実施の国家試験で取得見込みの人を含む） 1名程度

消 防 士 初級試験

次の各号のいずれにも該当する人であることとします。
①�　平成２年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人
②�　視力（矯正視力を含む）が両眼で1.0以上、かつ一眼でそれぞれ
0.5以上の人
③�　色覚（赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること）、聴力
が正常で、四肢いずれも正常な人

２名程度

＊地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。 ＊消防士については、豊後大野市内に居住し緊急出動できる人とします。
＊採用予定者数は、変更になることがあります。 ＊成績が基準点に達する者がいない場合は、採用しないことがあります。

■試験日時（第１次試験）
①教養試験　�公務員として必要な一般的知識および知能に

ついて択一式による筆記試験
②試験日時　10月15日㈰

③試験場所　大分東明高等学校（大分市千代町2丁目４－４）
＊�第２次試験の日程および試験内容については、第１次試
験合格者に別途通知します。

■受験手続
①受験申込受付期間
８月１日㈫～８月31日㈭
８時30分～17時（土・日・祝日は受付不可）
＊�受験申込書の配布は、８月１日㈫から次の場所で行い
ます。
・�事務職（上級、初級、初級（身体障がい者枠））／
　土木技術職／保健師･･････ 本庁総務課および各支所
・�消防士･･････････････････････････ 消防本部総務課
＊�受験申込書の配布については、郵送での申し込みも受
け付けます。その際、120円切手を貼付した返信用封
筒（受験者の住所・氏名を明記したもの。A4用紙が入
るサイズ）を同封してください。

②受験申込書の提出先
・�事務職（上級・初級・初級（身体障がい者枠））／
　土木技術職／保健師
豊後大野市総務課人事給与係
〒879-7198
大分県豊後大野市三重町市場1200番地
・�消防士
豊後大野市消防本部総務課
〒879-7125
大分県豊後大野市三重町内田2827番地1
＊�郵便で提出する場合は、書留にして受験票の切手欄に
52円切手を貼ってください。
【８月31日㈭の消印まで有効】

問い合わせ先　【事務職】・【土木技術職】・【保健師】　総務課　人事給与係　 0974-22-1001（内線2402・2403・2404）
　　　　　　　【消防士】　豊後大野市消防本部総務課　☎0974-22-0462
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未来へつなぐ ～ 日本産乾しいたけの味
み

力
りょく

と伝統 ～
2017年　全国乾しいたけ振興大会

未来へつなぐ ～ 日本産乾しいたけの味
み

力
りょく

と伝統 ～
2017年　全国乾しいたけ振興大会

▲農林水産大臣賞を受ける
　三浦さん夫妻

▲しいたけ川柳コンテスト
　最優秀賞の首藤千代美さん

▲「豊勇會」の和太鼓演舞

▲農林水産大臣賞を受ける
　首藤さん夫妻▲三浦さんの「香菇」 ▲首藤さんの「香信」

▲オープニングを飾る
　「豊後大野ふるさと合唱団」

７月８日、７月９日に上記大会がエイトピアおおのを会場に開催され、九州からはもとより、岩手県、静岡県、
愛媛県等の生産地の方も多く参加し、２日間の総来場者数は約6,000人と
大盛況となりました。
◦三浦千秋さん（三重町）が

「香
こう

菇
こ

の部」で農林水産大臣賞を受賞！
◦首藤岩光さん（三重町）が

「香
こう

信
しん

の部」で農林水産大臣賞を受賞！
８日は、豊後大野ふるさと合唱団によるオープニングステージで幕を開
け、第65回全国乾椎茸品評会表彰式、第39回森喜作賞授賞式、第60回大
分県乾椎茸品評会表彰式等が行われ、優秀な乾しいたけの生産者が表彰さ
れました。

全国乾椎茸品評会では、大分県が団体で19年連続、51回目の優勝。個人では三重町の三浦千秋さんと首藤岩光
さんが農林水産大臣賞、また多くの市内生産者の方々が林野庁長官賞等を受賞するなど、団体優勝に貢献しました。
９日は、しいたけ川柳コンテスト表彰式、「豊勇會」の和太鼓演舞、よしもとお笑いライブ等が行われました。
しいたけ川柳コンテストでは、首藤千代美さん（三重町）の「山奥に　嫁いだ私は　茸

なば

ガール」が最優秀賞に輝
きました。なお、林野庁長官賞の受賞者は以下のとおりです（敬称略）

林野庁長官賞受賞者
香菇 三　浦　佳　子（三重町）

香菇 麻　生　光　生（三重町）

香信 小　野　晋　作（朝地町）

香信 首　藤　千代美（三重町）

香信 小　野　祝　保（三重町）
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▲心ひとつにしてジャンプ！

▲�全国１位を目指して、チーム一丸
となって頑張りました。

▲前列左から恵藤誠社長、恵藤豊喜会長

▲豊後大野市自衛官募集相談員の皆さん

「チャレンジデー2017」
全国共通イベント「ロープ・ジャンプ・Ｘ」
全国で１位！

５月31日に開催された「豊後大野市チャレンジデー2017」におい
て、市内中学校（48チーム）が全国共通イベント「ロープ・ジャンプ・
Ｘ」に挑戦しました。

各チームとも一致団結して取り組んだ結果、三重中学校の陸上部
女子チームが、全国で696チーム中、１位となりました。

なお、市内での順位は以下のとおりです。

〈市内での順位〉
１位　三重中陸上部女子チーム（三重中学校）
２位　熱男チーム（朝地中学校）
３位　ＨＧ大付属良星学園チーム（清川中学校）

※�「ロープ・ジャンプ・Ｘ」は、長さ10メートルのロープを
使用して、１チーム３人以上で跳んで得点を競う大縄跳
びです。

恵藤建設株式会社　寄附贈呈式
６月21日、市役所にて上記贈呈式が行われました。
千歳町の恵藤建設株式会社から千歳中学校、千歳小学校それ

ぞれに寄附金が贈られました。恵藤誠社長が「創業50周年を迎
え、地域に恩返しをとの思いです。子ども達のために役立てて
ください」とあいさつすると、川野市長は「ありがとうございま
した。千歳小・中の教育環境の整備に活用させていただきます」
と感謝の言葉を述べました。

最後に恵藤豊喜会長が「今回だけで終わらず、今後もこのよ
うな活動を続けていければと思っています」と述べました。

平成29年度豊後大野市自衛官募集相談員への
委嘱状交付式

６月28日、市役所で上記交付式が行われました。
委嘱者を代表して白石雅規さんより「募集業務に全力を尽く

します」と決意が表明されました。相談員の任期は２年間です。
委嘱されたのは以下の８人です（敬称略）

渡邉喜幸、白石雅規、佐保栄次、小野泰秀
羽田賢一、森本春美、後藤智幸、中嶋たかえ

ぶ ん ご お お の ト ピ ッ ク ス
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▲中央右：森消防副士長
中央左：赤峰消防士

▲気合い十分の羽田野賢一さん

▲初めての全国大会！頑張るぞ！

▲竹田高校の皆さん、来年も頑張ってください！

第46回全国消防救助技術大会　出場報告

第１回都道府県対抗弓道大会　出場報告

第34回全日本奨学生
ソフトテニス選手権大会　出場報告

平成29年度　竹田高等学校　全国大会等出場報告会

５月26日、大分市で開催された「第39回大分県消防救助技術大会」の
「ロープ応用登はん」競技で市消防南分署第１分隊に所属する森亮太消防副
士長と、東分署第１分隊に所属する赤峰海永消防士のペアが見事優勝し、
８月23日に宮城県で開催される上記大会への出場を決めました。代表し
て森消防副士長が「共に訓練してきた仲間、またサポートしてくださった
方々への感謝を胸に刻み、全国大会では全力で競技してきます」と決意表
明しました。

４月29日、大分市で開催された上記大会の県予選会で、羽田野賢一さ
んが50歳以上の部で第３位の成績を収められました。

羽田野さんは「選手と監督を務めるので、チーム一丸となって大分県に
貢献できるように上位を目指します」と決意を述べました。７月18日に日
本武道館で開催された上記大会に出場しました。

５月14日、大分市で開催された上記大会の予選会で、犬飼ソフトテニ
ス所属の岡本央睦さん（犬飼小６年）が個人戦（ダブルス）男子の部でベスト
４に入りました。

岡本さんは「全国大会は初めてで緊張しますが、１回でも多く勝ち進め
るように全力を尽くします」と決意を述べました。７月27日から滋賀県で
開催された上記大会に出場しました。

７月３日、上記報告会が市役所で開催され、本市出身
の生徒が訪れました。

九州大会および全国大会に出場した団体・個人は次の
とおりです（敬称略）
◦国体九州ブロック大会

山岳部･･･････藤部友葵（三重中出身）、志賀菫（朝地中出身）
◦九州大会

山岳部･･･････森下太雅（三重中出身）
弓道部･･･････三浦圭乃（緒方中出身）
書道吟詠部･･･衞藤鼓（清川中出身）
◦全国大会

山岳部･･･････中島理子（三重中出身）、志賀晶（清川中出身）
書道吟詠部･･･衞藤鼓、佐藤真帆（緒方中出身）

ぶ ん ご お お の ト ピ ッ ク ス
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▲「太極拳には風格が大事」と
佐藤亮二さん

勝利に向けてガッツポーズ！

▲

三重サンライズの皆さん
▲

▲今大会入賞者の皆さん

第34回　全日本武術太極拳選手権大会
出場報告

「平成29年度全日本卓球選手権大会」および
「第31回全国ホープス南日本ブロック大会」出場報告

２月５日、大分市で開催された上記大会県予選で、三重町の佐藤亮
二さんが「自選競技部門：楊

ようしき

式太極拳」で優勝されました。
佐藤さんは「楊式太極拳は初めてチャレンジしたのですが、とにか

く全力で頑張ってきます」と決意を表明しました。７月７日から東京
体育館で開催された上記大会に出場しました。

７月５日、上記大会にカブ男子シングルスで出場を決めた横
田卓磨さん（朝地小3年生）が出場報告に市役所を訪れました。

横田さんは「全国大会では精一杯の力を出して頑張ります」と
決意表明しました。� ※カブ＝小学４年生以下
平成29年度全日本卓球選手権大会	 ７月28日～兵庫県
第31回全国ホープス南日本ブロック大会	 ８月26日～佐賀県

「第37回全日本学童軟式野球大会」ならびに
「第7回坂本龍馬旗西日本小学生野球大会」出場報告

７月５日、上記大会に出場を決めた三重サンライズの皆さんが市役所
を訪れ、出場報告を行いました。主将の鷲頭翔さん（三重東小６年）が

「練習の成果を発揮できるように頑張ります」と決意表明しました。
第37回全日本学童軟式野球大会	 ８月10日～東京都
第７回坂本龍馬旗西日本小学生野球大会	 ７月29日～高知県

第32回　少林寺流錬心舘　大分県空手道選手権大会
６月11日、南大分体育館で上記大会が行われました。三重支部道場

から21人の選手が参加し、以下のとおり入賞を果たしました（敬称略）
〈型 試 合〉拳手法小学生低学年の部 

優　勝　佐々木凜佳（三重東小１年） 
第３位　三代來々羽（緒方小２年） 

　　　　小学生高学年の部 
敢闘賞　宮本　佑哉（三重東小５年） 

〈組手試合〉女子の部
準優勝　宮本　　遥（竹田高校１年）

ぶ ん ご お お の ト ピ ッ ク ス
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▲今大会入賞した皆さん

▲優勝した大鳥ソフトボールクラブ

▲三重総合高校の皆さん、来年も頑張ってください！

第52回大野町親善ナイターソフトボール大会

第９回三重ライオンズクラブ少年剣道大会　試合結果

６月２日から６月13日にかけて大野総合運動公園で上記大会が開催されました。５チームが出場して、大鳥ソ
フトボールクラブが18度目の優勝を果たしました。

結果は次のとおりです。
◆優　勝　大鳥ソフトボールクラブ
◆準優勝　櫻會
個人賞（敬称略）
■勝 利 監 督 賞　森岡　義幸　■最高殊勲選手賞　伊東　　誠
■最優秀投手賞　森岡　義幸　■打 撃 賞　後藤　英治
■最優秀女性賞　小出　祥絵　■敢 闘 賞　吉岡幸太郎

６月17日、三重総合高校第２体育館で上記大会が開催され、66人の少年剣士が参加しました。入賞者は次のと
おりです。（敬称略）

小学生２・３・４年生の部
優　勝　田﨑　璃音（犬飼）
第２位　羽田野琥太郎（朝地）
第３位　羽田野基晴（緒方）
　　　　藤原　伸彰（野津）
小学生５・６年生の部

優　勝　後藤　寛幸（緒方）
第２位　江藤　仁哉（犬飼）
第３位　藤原　夢乃 （野津）
　　　　目原慎太郎（野津）

中学生男子の部
優　勝　小野　剛志（朝地中）
第２位　児玉　繁俊（三重中）
第３位　後藤　浩之（大野中）
　　　　目原啓太郎（野津中）
中学生女子の部

優　勝　廣瀨　野乃香（千歳中）
第２位　一宮　陽香（千歳中）
第３位　恵良　春菜（千歳中）
　　　　荒木　京香（野津中）

平成29年度　三重総合高等学校　全国大会等出場報告会
６月29日、上記報告会が市役所で開催されました。
九州大会および全国大会に出場した団体・個人は次のとおりです（敬称略）
◦九州大会

剣道部（団体）･････男子、女子
剣道部･･･････････木下茜、田中初音、首藤美琴
	 尾下修平、梶谷龍聖
柔道部･･･････････玉田凌太郎、羽田野真尋
ソフトテニス･････甲斐絵莉香、矢野伊吹
陸上競技･････････後藤瑠人、安藤聖也
	 園田ジュリアナ
◦全国大会

剣道部（団体）･････女子
柔道部･･･････････羽田野真尋
自然科学部
放送部
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里の旅ものがたり館「あっそうか！」オープン！

平
成
25
年
に
九

州
・
山
口
地
方
で

猛
威
を
ふ
る
っ
た

稲
の
害
虫
で
あ
る

ウ
ン
カ
の
被
害
は
、

記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
高
温

少
雨
が
続
く
と
、

ウ
ン
カ
が
大
発
生

し
や
す
く
な
り
、

田
ん
ぼ
の
あ
ち
こ

ち
で
稲
が
円
形
状

に
枯こ

死し

す
る
坪つ

ぼ

枯が

れ
と
い
う
被
害
が

生
じ
ま
す
。

享
保
17
年（
１
７
３
２
）は
、
中
国
・
四

国
・
九
州
地
方
は
冷
夏
に
加
え
、
ウ
ン
カ
が

大
発
生
し
、
大
凶
作
と
な
り
ま
し
た
。
享
保

の
大
飢
饉
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
岡
藩
の
記

録
に
よ
る
と
、
人
々
は
山
に
木
の
実
を
拾
い
、

葛
の
根
を
掘
っ
て
食
べ
る
と
い
う
状
況
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
田
ん
ぼ
で
は「
蟲む

し

追お

い
と
て

…
手
毎
に
松
明
を
燈
し
追
い
た
て
焼
捨
、
或

は
淵
に
沈
め
」た
と
、
害
虫
駆
除
の
様
子
が

記
さ
れ
、
こ
れ
が
小
松
明
の
原
型
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
21
年
後
の
宝
暦
３
年

（
１
７
５
３
）、
稲
は
ま
た
し
て
も
冷
害
と

虫
害
を
受
け
、
岡
藩
で
は
米
の
収
量
が
約

５
４
０
０
ト
ン
も
減
少
し
た
そ
う
で
す
。
こ

の
と
き
緒
方
郷
井
上
組
組
頭
の
原は

ら

尻じ
り

奧お
く

之の

丞じ
ょ
う

は
、
藩
に
収
穫
状
況
の
調
査
を
願
い
出
ま
す

が
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
こ
れ
に
憤
慨

し
た
緒
方
郷
の
多
く
の
農
民
た
ち
は
、
訴
状

を
手
に
集
団
で
直
接
藩
に
訴
え
る「
強ご

う

訴そ

」と

い
う
行
動
に
出
ま
す
。
農
民
た
ち
は
、
一
旦

は
役
人
の
説
得
に
応
じ
た
も
の
の
納
ま
り
が

つ
か
ず
、
寄
り
合
い
を
開
く
、
連
判
状
を
し

た
た
め
る
な
ど
し
ま
す
。
そ
れ
が
結
果
的
に

不
穏
な
動
き
と
取
ら
れ
て
し
ま
い
、
宝
暦
９

年（
１
７
５
９
）、
原
尻
奧
之
丞
を
は
じ
め

十
七
、八
人
が
捕
え
ら
れ
、
奧
之
丞
は
獄
門

に
処
さ
れ
ま
す
。
享
年
48
歳
で
し
た
。
小
松

明
は
義
民
と
し
て
愛
さ
れ
た
奧
之
丞
を
悼
む

た
め
に
始
ま
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
松
明
が
緒
方
平
野
で
一
斉
に
点
火
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
40
年
代
で
す
。

燃
料
も
松
か
ら
灯
油
へ
と
変
化
し
、
今
や
意

味
合
い
も
虫
追
い
の
た
め
で
は
な
く
て
、
お

盆
の
行
事
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お

盆
の
こ
の
時
期
、
緒
方
平
野
一
面
に
灯
る

１
万
３
０
０
０
本
の
小
松
明
の
幻
想
的
な
風

景
を
眺
め
な
が
ら
、
ご
先
祖
様
に
供
養
の
祈

り
を
捧
げ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲幻想的な小松明の灯り

６月27日、三重町市場の国登録有形文化財「麻生家住宅」内に観光交
流施設として、里の旅ものがたり館「あっそうか！」がオープンしました。

当日は関係者約30人が出席してセレモニーを実施し、里の旅公社の
芦刈憲司理事長が「地元の方の交流の場として活用していただき、そし
てこの場所を拠点に新しい観光情報を発信していければと考えていま
す」とあいさつしました。続いて川野市長が「この場所が、市の情報発信
施設として大いに活用されることを期待しています」とあいさつしまし
た。

館内は１階の土間で絵本を販売し、和室には市内の観光パンフレット
等が並べられて休憩室もあり、２階では古い写真や地図、三重町の古文
書などを展示しています。

▲麻生家15代当主麻生英雄さんに感謝状を贈呈

▲関係者による開館のテープカット ▲古い写真に見入る来館者

豊作への祈り

「小
こ

松
だ

明
い

火祭り」

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課　
文
化
財
係　
　
０
９
７
４ｰ

４
２ｰ

４
１
４
１
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副
市
長
に
石い

し

掛か
け

忠た
だ

男お

氏
が
就
任

教
育
長
に
下し

も

田だ

博ひ
ろ
し

氏
が
就
任

就
任
あ
い
さ
つ

こ
の
度
、
６
月
の
市
議
会
定
例
会
で
選
任
の
ご
同
意
を
賜
り
、
７
月
１
日
付
け
で

副
市
長
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
だ
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
も
っ
て
、
朝
地
町
綿
田
地
区
の
地
滑
り
及
び
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
ま
し
て

就
任
あ
い
さ
つ

教
育
長
就
任
に
あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
６
月
13
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
教
育
長
を
拝
命
し
ま
し
た
下
田
で
ご
ざ

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
県
職
員
と
し
て
培
っ
て
き
た
行
政
経
験
を

活
か
し
、
川
野
市
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
市
長
が
目
指
す
、
雇
用
の
確
保
・
子
育
て

支
援
・
教
育
の
充
実
に
よ
る「
持
続
可
能
な
豊
後
大
野
市
づ
く
り
」実
現
の
た
め
に
、

ま
た
、
本
市
行
政
の
更
な
る
充
実
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

少
し
硬
い
文
章
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
豊
後
大
野
市
で
の
生
活

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
人
情
味
溢
れ
る
市
民
の
皆
さ
ま
や
豊
か
な
自
然
と
出
会

え
る
こ
と
を
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
豊
後
大
野
市
が「
第
二
の
ふ
る

さ
と
」と
言
え
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
学
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
ま
す
。
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、
本
市
教
育
行
政
の
よ
り
一
層
の

充
実
・
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

本
市
の
教
育
行
政
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
市
長
が
提
唱
さ
れ
ま
す「
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
個
性
が
尊
重
さ
れ
人
間
性
豊
か
に
育
っ
て
い
け
る
よ
う
、
学
力
だ
け

で
は
な
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
教
育
」に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
・
協

働
し
て
、
よ
り
豊
か
な
教
育
を
保
障
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
充
実
を
図
る「
教

育
Ｔ
Ｒ
Ｙ
運
動
」を
更
に
深
化
さ
せ
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対

応
し
た
教
育
行
政
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
本
市
の
教
育
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
、

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
副
市

長
に
石
掛
忠
男
氏
の
選
任
に
係
る
議
案
が
提
案
さ
れ

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

【
略
歴
】　
豊
後
高
田
市
出
身

昭
和
63
年
４
月　
大
分
県
採
用

平
成
28
年
４
月　
大
分
県
総
務
部
法
務
室
法
務
班
参
事

（
平
成
29
年
６
月
退
職
）

平
成
29
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
教
育

長
に
下
田
博
氏
の
任
命
に
係
る
議
案
が
提
案
さ
れ
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

【
略
歴
】　
三
重
町
出
身

昭
和
54
年
４
月　
大
分
市
の
教
諭
と
し
て
採
用

平
成
24
年
４
月　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

平
成
26
年
４
月　
朝
地
中
学
校
校
長

（
平
成
28
年
３
月
定
年
退
職
））
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平成29年度 豊後大野市 病院職員 採用試験のお知らせ
豊後大野市民病院では、平成30年４月１日採用予定の職員の募集を行います。募集要領は次のとおりです。

◆職種、採用予定人数、受験資格【＊地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。】

職　　種 受　験　資　格 採用予定者数

看 護 師
①昭和48年４月２日以降に生まれた人
②看護師免許（国家試験免許）を有している人

又は平成30年３月31日までに予定されている国家試験において取得する見込みがある人
５名程度

介 護 福 祉 士
①平成２年４月２日以降に生まれた人
②介護福祉士師免許（国家試験免許）を有している人

又は平成30年３月31日までに予定されている国家試験において取得する見込みがある人
若干名

◆試験日時
①試験日時：８月27日㈰　午前８時40分～
②試験場所：豊後大野市民病院　大会議室
③試験内容：作文試験、適性検査（筆記）、
　　　　　　資格調査、面接試験
④受付期間：７月19日㈬～８月17日㈭必着
　　　　　　申込書は豊後大野市民病院で配布しています。

問い合わせ先・受験申込書の提出先
豊後大野市民病院　医事･経営課　経営係
☎0974-42-3121（内線5997）
〒879-6692
大分県豊後大野市緒方町馬場276番地

「豊後大野市差別撤廃・人権擁護審議会委員募集」のお知らせ
市長の諮問に応じ、豊後大野市人権教育・啓発基本計画の改定等について審議する豊後大野市差別撤廃・人権擁護
審議会の運営に市民の参加を得て、より開かれた市政の推進を図るため委員の一部を募集します。

応 募 資 格 ・豊後大野市に住所を有する満18歳以上の方
・豊後大野市の職員及び議会議員でない方

募 集 人 員 １名（審議会は14名で構成）
委 員 の 任 期 ２年間（平成29年11月～平成31年10月）
報 酬 審議会に出席いただいた際には、市の規定により報酬を支給します。
審 議 会 の 開 催 年１回程度、会議時間は平日の日中を予定しています。
募 集 期 間 ８月21日（月）～９月22日（金）まで（必着）
選 考 結 果 ・応募の動機や選考基準を基に選考委員会で選考します。

・選考の結果は、応募いただいた方全員に文書でお知らせします。

そ の 他
・応募者個人に関係する選考資料は公開しません。
・応募用紙に記載の情報は、この委員の選考以外に使用しません。
・審議会委員には、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない義務が課せられています。

応 募 お よ び
問 い 合 わ せ 先

応募用紙に必要事項を記入し、下記へ提出願います。
〒879－7198　三重町市場1200番地
人権推進同和対策課　人権推進同和対策係　 0974-22-1001（内線2492）

８月は差別をなくす運動月間です
平成28年12月に「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行されました。この法律は、現在もなお部落差別が存
在すると明記したうえで、部落差別のない社会を実現することを目的としています。豊後大野市では、
差別解消に関する啓発事業の一環として同和問題をテーマとした講演会を、市内４会場で開催します。
皆さんのご来場をお待ちしています。
平成29年度　差別をなくす市民のつどい　講演会

講師：一
いっ

法
ぽう

師
し

　英
ひで

昭
あき

 氏

部落史の事実と啓発をどうつなぐのか
　　― 部落差別をなくすために ―

◆託児（無料）希望の方は、８月14日までにお申し込みください。当日の申込みはお受けできない場合がございます。※手話通訳 有
問い合わせ・申込み先　人権推進同和対策課　人権推進同和対策係　 0974-22-1001（内線2492）

日　　　時 場　　　所

８月18日㈮ 13時30分～ 神楽会館多目的ホール
18時30分～ エイトピアおおの大ホール

８月19日㈯ ９時30分～ 豊後大野市隣保館大ホール
13時30分～ 千歳公民館ホール

人権・同和・男女共同参画啓発コーナー

入場
無料
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芳賀健太 原画展　８月５日㈯
「ゆめつくり虫」よみきかせ＆弾き語り
原画展示　10時～16時
よみきかせ＆弾き語り　11時・14時（２回公演）
出演：芳賀健太さん（空間ペインター）
対象：子どもから大人まで
★参加無料、申込不要
芳賀さんは、市内道の駅にジオアートトリックを描いた
方です。芳賀さんの絵本原画の展示と、読み聞かせ＆弾き
語りを行います。夢や成長、平和の願いを込めた絵本で、
子どもさんだけでなく中高生や大人の方にもおすすめです。
ぜひご参加下さい。

“科学道”読んでみませんか？
「科学道」とは、全国の書店・図書館で取り組んでいる科
学をテーマとした特集コーナーです。絵本から専門書まで、
幅広く興味深い本を並べています。
理系の人にも、文系の人にもきっとご満足いただけると
思います。この機会にぜひご利用ください！

「科学道」の特集は10月までの予定です。

夏の本！
図書館では、夏休みの自由研究・工作、読

書感想文課題図書などの本を取りそろえています。
分からないことがあればカウンターでお気軽にお尋
ねください。調べるお手伝いをします。
学習室も利用できますので、ぜひご活用ください。
学習室の利用予定表はホームページに掲載しています。

赤ちゃんのためのおはなし会
８月27日㈰　11時～11時30分

場所：図書館研修室
対象：０・１・２歳の赤ちゃんと保護者

わらべうたには育児を楽しむヒントが隠されて
います。わらべうたを歌ったり、絵本を見たりし
て、赤ちゃんと一緒に楽しみませんか？
★事前申込不要　★参加無料　★きょうだいの参加OK
★妊婦さんの見学もどうぞ！
その他の夏休み行事につきましては、７月号に
掲載しています。ホームページもご覧ください。

図書館　健康講座
家庭でイキイキ　ツボ健康療法
９月16日㈯　10時10分～12時

場所：図書館研修室
対象：大人（中学生以上）　定員30名程度
講師：杉若晃紀先生（大分医学技術専門学校）

昨年大好評だった健康講座を今年も行います！
東洋医学の知識と、自分でできるツボ療法について、

実技を交えてお話いただきます。かんたんなツボの取
り方などを学んでみませんか？
★お申し込みは豊後大野市図書館まで（参加無料）

例えば、こんな本！

セルフケア

夏休み行事

思考の整理学
（外山滋比古）

人類と科学の
400万年史

ややっ、ひらめいた!
奇想天外発明百科

だ りよ図書館
豊後大野市民図書館　　0974-22-7733

平成29年８月

図書館カレンダー� ■休館日です

8月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 30

↑検索はこちらから！
（パソコン・スマホ用）
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グラウンドゴルフにチャレンジ　～ きよかわ放課後チャレンジ教室 ～

６月28日、きよかわ放課後チャレンジ教室の子ども達28人
は、愛好者の方の指導を受けながらグラウンドゴルフに挑戦しまし
た。最初は、スティックを持つ手もぎこちなかったのですが、運動
場に設けたコースを回るうちみんな何とかうまくボールをころがせ
るようになりました。ホールに入れるのはなかなか難しかったもの
の、地域の方との触れ合いや交流もできて「楽しかった、またやり
たい。」との感想が聞かれました。

☆七夕飾り作り“願い事かなうといいね”☆　～ あさじ放課後チャレンジ教室 ～

６月28日、朝地小学校の児童21人が七夕飾りを作りました。ま
ず、みんな思い思いに短冊に願い事を書き、その後は色紙を切った
り貼り合わせたりしました。ボランティアさんが竹の笹を準備して
くれましたので、各自笹にたくさんの飾りをつけ、その笹をかつい
で持ち帰りました。梅雨空の中でも、みんなが作った七夕飾りは風
に心地よくたなびいていました。

ジオ・ジュニアリーダークラブ開講！
６月24日、中央公民館で「平成29年度ジオ・ジュニアリーダー

クラブ」が開講しました。市内の小・中学生15人が参加。市内で
採れた11種類の石を分類して、地質図に貼り付けるストーンハン
ティングをしたり、石橋を造る工程の模型を作りました。「ジオ・
ジュニアリーダークラブ」は、８月までの計４回で、リバートレッ
キング、化石掘りや阿蘇ジオパーク研修などを通してジオパークを
学んでいきます。

必要な資格期間が25年から10年に短縮されました！
これまでは、老齢年金を受け取るためには、保険料納付済期間（国民年金の保険料納付済期間や厚生年金保険、

共済組合等の加入期間を含む）と国民年金の保険料免除期間などを合算した資格期間が原則として25年以上必要で
した。平成29年８月１日からは、資格期間が10年以上あれば老齢年金を受け取ることができるようになりました。

日本年金機構において資格期間が10年以上あることが確認できた方については、黄色い封筒で年金請求書（短縮
用）をお送りしています。お手元に黄色い封筒が届いている方で、手続きをまだされていない方はお早めにお手続
きください。すべての加入期間が国民年金第１号被保険者期間の方は、市役所でお手続きができます。厚生年金等
の加入期間がある方は、事前に予約した上で年金相談もしくは年金事務所でのお手続きをお願いしております。

★年金相談日　８月８日㈫　　市隣保館（大野町）　　　８月10日㈭　　市商工会（三重町）
　　　　　　８月16日㈬　　竹田市総合社会福祉センター
相談時間：10時～14時30分
※相談会は完全予約制となっています。事前に大分年金事務所に予約をお願いします。
　予約は相談会の１か月前から前日まで受付けています。

▲ ▲ ▲

国保年金係からのお知らせ ▲ ▲ ▲

問い合わせ先　市民生活課　国保年金係　 0974-22-1001（内線2129）
　　　　　　　大分年金事務所　☎097-552-1211

指導してくれた方の一打
に児童はみな注目です！

どんな飾りができるか
楽しみだわ

もう少し体ん力を
ぬきなあ～え。

♪ささの葉
さ～らさら～♪

石橋、今度渡るときは
気をつけてみてみよう！

ただ今自己紹介文作成中!!

公民館だより
中　央 ☎0974-22-2111 大　野 ☎0974-34-2130
清　川 ☎0974-35-2372 千　歳 ☎0974-37-2069
緒　方 ☎0974-42-3161 犬　飼 ☎097-578-1281
朝　地 ☎0974-72-0048 　市内無料電話（9番発信）をご利用ください
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☆こころの相談会☆　※事前予約制、相談無料、秘密は守ります。

対象者 気分の落ち込み・ひきこもり・認知症・依存症等こころ
の健康について困りごとのある方、またはそのご家族

名　称 こころの相談会※ 精神保健福祉相談
日　時 ８月21日㈪　16時～20時 ８月24日㈭　14時～16時

場　所 中央公民館応接室
（市役所２階）

豊肥保健所
三重町市場934-2

対応者 臨床心理士 専門医
問合せ
申込先

電話 0974-22-4655
豊後大野市こころのホットライン

電話 0974-22-0162
豊肥保健所保健師

※今回は夜間の開催です。

☆断酒会・ひまわり会☆
名　称 断酒会 ひまわり会

日　時 毎週火曜日
19時～21時

９月３日㈰
9時30分～11時30分

場　所 中央公民館応接室（市役所２階）

対象者
内容等

アルコールのトラブルで
お悩みの方、「自ら酒を断
つ」という生き方を希望す
る方たちの会です。

アルコール依存症に悩む
ご家族の方の会です。

☆パパママひろば（両親学級）☆　※要予約

日　時	 ８月31日㈭　受付９時30分～９時50分
場　所	 市役所１階　保健センター
内　容	� お産の経過と呼吸法、妊娠中の栄養と口腔ケアなど
	 講師　助産師、栄養士、歯科衛生士
対　象	 妊婦さんとお父さんになる方

☆すくすくひろば（育児学級）☆　※要予約

日　時 ８月10日㈭　受付9時30分～10時 ９月７日㈭　受付9時30分～10時
場　所 市役所　１階　保健センター
内　容 ベビーマッサージ 離乳食と歯の手入れ
対象児 ３～４か月の赤ちゃんとその保護者 ４～５か月の赤ちゃんとその保護者

☆妊婦・子育て相談のお知らせ☆
お子さんの成長やかかわり方、子育てに関するちょっと
した疑問等なんでもご相談ください。
実施日 時　間 会　場

８月８日㈫ 10時30分～11時30分 いぬかい子育て支援センター
８月10日㈭ 10時30分～11時30分 千歳保健センター
８月18日㈮ 10時30分～11時30分 やしの実ひろば（三重町）
８月21日㈪ 11時～12時 清川町子育て支援センター
８月23日㈬ 10時30分～11時30分 三重ふれあい児童館
８月28日㈪ 14時～16時 大野支所
９月８日㈮ 10時30分～12時 旧朝地母子健康センター

☆幼児健診☆　○受付時間：12時50分～13時20分

健診内容 １歳６か月児健診 ３歳６か月児健診
日　　程 ８月24日㈭ ８月９日㈬
対 象 児 平成27年12月生まれ 平成26年１月生まれ
会　　場 市役所１階　保健センター

（お願い）�都合で受診できないときは、保健師にご連絡くださ
い。次回の健診をご案内します。

市民生活課　健康推進室　 0974-22-1001

８月～９月上旬の集団健診日程
集団健診前に、健診日程表（チラシ）を全戸配布し

ますので、ぜひ受診ください。対象年齢や料金等は
チラシをご覧ください。

町
名 月日

受付時間
健診実施項目

場　　所

清
川
８月28日㈪
８月29日㈫

８時30分～10時
特定健診（基本
健診）、肺がん・
結核、胃がん、
大腸がん、子宮
頸 が ん、乳 が
ん（マンモグラ
フィー）、骨 粗
しょう症検診、
前立腺がん

神楽会館

犬
飼
８月31日㈭
９月１日㈮
９月３日㈰

８時30分～10時30分
犬飼公民館

緒
方９月７日㈭

９時～11時

上緒方ふれあいセンター
（旧上緒方地区公民館）

問い合わせ先：市民生活課　健康推進室
　　　　　　　 0974-22-1001（内線2138）

日　　時 場　　　所 受付時間
８月19日㈯

豊後大野市役所 ８時30分～10時
10月13日㈮
12月17日㈰
平成30年
２月10日㈯

検診内容 助成の対象となる
年齢

自己負担額
(検診料金)

全額自己負担
の場合

子 宮 頸
が ん 検 診 20歳以上の方 850円 4,300円

程度

乳
が
ん
検
診

超 音 波
検　 査

20歳以上
40歳未満の方 500円 2,571円

マ ン モ
グラフィ 40歳以上の方 850円 3,600円

骨粗しょう
症 検 査

平成30年３月
31日時点で18
歳以上の偶数
年齢の方

300円 1,543円

助成対象年齢でない方も受けることができますが、
検診料全額が自己負担になります。

【無料クーポン券を利用して受診できます】
〈29年度無料クーポン対象年齢〉

子宮頸がん検診：
　昭和61年４月２日～昭和62年４月１日生
乳がん検診（マンモ）：
　昭和51年４月２日～昭和52年４月１日生

レディース検診（予約制）
のお知らせ （託児もあ

ります）

きい きい
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～ 菅尾小学校の取り組み ～豊後大野市の
食育を知ろう！

お話：淵野恭子校長・赤嶺美絵養護教諭

●全校生徒でいちご狩り体験
菅尾小学校は、全校生徒56人と少人数の学校ですが、少ないからこそできる食育体験があります。それは5月上

旬に全校生徒で出かけるイチゴ狩りの体験です。イチゴは、アグリパークみやおの佐藤勇夫さんが、子どもたちの
ために無料で提供してくれます。真っ赤なイチゴをその場でおなかいっぱいに食べ、残った分は、家や学校に持ち
帰ります。少し傷んでいるイチゴは、学校でジャムにして、おいしく変身を遂げます。

●さつまいもを使ったおやつ作り
梅雨に入る前にさつまいもの苗つけをし、秋に収穫をしています。収穫されたさつまいもを使い、各学年が混

ざった「なかよし班」で、おやつづくりをしています。昨年の献立は、６年生が立てた、芋餅・芋ギョウザ・芋どら
やき・芋きんちゃく。低学年の子も、できる作業を分担し、全校生徒分のおやつを作って、おいしくいただきまし
た。

●地域の方々とのつながり
　イチゴ狩り、芋植え、田植え、もちつき…など、たくさんの行
事を行っていますが、支えてくれているのは地域の方々です。イ
ノシシ被害で使えなくなった学校の畑のかわりに畑を提供して下
さり、畑の先生になって御指導してくださっています。

毎年恒例のもちつきでは、学校用に立派な臼と杵を作って贈っ
てくださいました。地域の方々の愛情によって、子どもたちは多
くの体験をさせてもらっています。地域の皆さん、ありがとう♥

ご存知ですか？「依存症」
やめたほうがいいとわかっているのにやめられない。何
回も繰り返してしまう。ご家族のことで心配なことはあり
ませんか。
依存症の種類

依存症は治療が必要な病気です
「意思が弱い」とか「性格に問題がある」から依存症になる
わけではありません。
依存症は治療と周囲の理解や適切な関わりによって回復
できる「病気」です。
家族が支援を受けることが回復の第一歩です。
依存症に関するご相談は
　大分県こころとからだの相談支援センター
　☎097-541-6290
アルコール依存症に関する相談は
＊断酒会（アルコール問題で悩む本人の会）
　毎週火曜日　19時～21時　中央公民館応接室
＊ひまわり会（アルコール依存症で悩む家族の会）
　毎月第一日曜日　９時30分～11時30分　中央公民館応接室

物質依存
アルコール・タバコ・

薬物など

プロセス依存
ギャンブル・買い物・盗癖・

ネット・浮気など

関係依存
女性依存・男性依存・
ＤＶ・ストーカーなど

問い合わせ先　市民生活課　健康推進室　 0974-22-1001（内線2135）

―――――――― 自死遺族のつどい ――――――――
ご遺族の心のケアを目的として、つどいを開催します。参加希望者はお申込みください。

■対　　　象	 大切な方を自死で亡くされたご遺族
■日　　　時	 ９月３日㈰　14時～16時（受付13時30分～）
■場　　　所	 大分県こころとからだの相談支援センター（大分市大字玉沢908番地）
■内　　　容	 参加者の気持ちの分かち合いをします。
■参　加　料	 無料（事前に申込みをお願いします）
■申込締切日	 ８月28日㈪まで

申込み・問い合わせ先　大分県こころとからだの相談支援センター　☎097-541-6290
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国税庁では、今年も高校生の皆さんから税に関する
作文を募集します。
テーマは、「税の意義と役割について考えたこと」です。
内容は、税に関するニュースや身近な税の話題につ
いて考えたことなど、自らの言葉で表現しているもの
であれば何でも結構です。
文字数は、800字以上1,200字以内、締切りは9月5
日（火）必着となっています。
詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp
または　　　　　　　　　）をご覧いただくか、最寄
りの税務署にお尋ねください。

問三重税務署　☎0974-22-1015※自動音声案内

高校生の税の作文募集

検索国税庁

◆日　時	 ９月14日（木）　８時50分～17時
	 　　15日（金）　８時50分～12時
◆場　所	 市中央公民館（市役所２階）
◆受講料	 10,800円とテキスト代1,404円
※なお、10名以下の場合は中止します。

問・●申（一社）大分県労働基準協会豊後大野支部
　　　☎0974-26-4115　  0974-26-4146

講習会のお知らせ　安全衛生推進者養成講習

個人事業税第１期分の納期限は８月31日（木）です。 
忘れずに納めましょう。 
納税には、便利な口座振替の制度がありますので、

ご利用ください。

問大分県豊後大野県税事務所 　☎0974-22-7501

「個人事業税」第１期分の納期限は 
８月31日（木）です。

結婚を希望する独身男女を対象に、結婚のきっかけ
を見つける婚活・結婚無料相談会を開催します。(子の結
婚を望む親御さんも可)
◆日　時	 ８月22日(火)　９時～16時　
	 ８月29日(火)　９時～16時
◆場　所	 市中央公民館第４会議室　(市役所２階)　
	 ■個別相談会　■個別の時間制　
※人数がいっぱいになり次第予約終了

・問 豊の縁結び後援会　☎080-6404-3433

婚活応援・結婚無料相談会を開催します。

◆日　　時	 ８月29日（火）　14時～16時
◆会　　場	 九州労働金庫大分支店　5階会議室
◆テ ー マ	「子育て・介護に配慮して会社を伸ばす」
◆講　　演	「働き方改革」と育児・介護
	 講師：特定社会保険労務士　西村慶治氏
◆参 加 費	 無料　　◆定　　員	 100名
◆申込締切	 ８月23日（水）
※詳細は県庁ホームページ参照。
　「子育て・介護セミナー」でサイト内検索してください。

問大分県商工労働部 雇用労働政策課 ☎097-506-3353

農業委員会では、遊休農地の解消と農地の有効利用
を図るため、毎年１回市内全農地を対象に各地区の農
地利用最適化推進委員を中心とした現地調査を行なっ
ています。
調査後は遊休農地所有者に対して利用の意向調査を
実施し、その結果をもとに意欲ある農業者へ利用集積
等、農地の有効利用を図っていく予定です。
本年度も農地の状態を確認するため８月から９月ま
で現地調査を実施しますので、ご理解ご協力をお願い
します。

問農業委員会事務局　  0974-22-1001（内線2383）

◆テ ー マ	「私が学んだこと」
◆応募資格	 大分県民または大分県に想いをよせる方
◆募集内容	 小学生の部：400字原稿用紙３枚以内
	 中学校・高等学校の部：400字原稿用紙
	 ４枚以内
	 大学等・一般の部：400字原稿用紙４枚以内
◆募集期間	 ９月４日（月）まで（当日消印有効）
◆応 募 先	 大分県教育の日推進会議事務局
	 （県教育庁社会教育課）
	 大分市府内町３丁目10番１号
	 ☎097-506-5528
※詳しくは上記にお問い合わせいただくか、県教委
　ホームページをご覧ください。

平成29年度　ハラスメント対策セミナー

平成29年度
『農地利用状況調査』の実施について

平成29年度 第13回
「おおいた教育の日」エッセー募集

くらしの
お知らせ 　市内無料電話（9発信）をご利用ください。
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◆日　時	 ８月26日（土）　10時～13時
◆場　所	 市役所２階　中央公民館　調理室
◆内　容	 ・調理：手作りソーセージと夏野菜カレー
	 ・おしゃべりタイム　　　　
◆参加費	 １組　500円/託児あり（要申込・無料）
◆対　象	 転入女性（転入されて概ね３年以内の親子）
	 定員20名
◆主　催	 チームみまもりたい〇

わ

（転入女性の暮らし
	 やすい街づくりをお手伝い）
◆締　切	 ８月23日（水）定員になり次第締め切ります。

問コープおおいた三重センター　野田
　☎080-2705-0311

転入女性の交流会のお知らせ
～手作りソーセージと夏野菜カレーを作ろう～

９月１日（金）から10日（日）までは屋外広告物適正化
旬間です。
県では、広告物設置に対する意識啓発を図るため、
期間中、違反広告物の是正指導や簡易除却を行います。
良好な景観の形成と広告物による事故防止のため、
広告物の適正な表示にご協力願います。
  なお、屋外広告物に関するご相談は次の窓口までお願
いします。

問大分県豊後大野土木事務所　建設・保全課
　☎0974-22-1056

屋外広告物適正化旬間のお知らせ

専門家に、空き家の管理や利活用について、相談で
きます。対象は空き家の所有者・管理者、将来空き家に
なる可能性がある家屋を所有している人です。相談は
無料で、事前申し込みも不要です。
◆日　時	 ８月18日（金）　９時～16時
◆場　所	 市中央公民館第２会議室

問まちづくり推進課　地域振興係
　  0974-22-1001（内線2445）

「業務改善助成金」とは、生産性向上のための設備投
資（機械設備、POSシステム等導入）などを行い、事
務所内最低賃金を一定額以上引き上げた場合、その設
備投資などの費用の一部を助成する制度です。内容は、
厚生労働省ホームページまたは大分県最低賃金相談支
援センターホームページでご覧いただけます。

問大分労働局雇用環境・均等室　☎097-532-4025
　大分県最低賃金総合相談支援センター
　10120-008-317

　おおいた豊後大野ジオパーク推進協議会では、ジオ
パーク活動に特にご協力いただける飲食店、小売店、
サービス店と情報提供に関する協力協定を結び、協力
店はジオパークおよび観光情報の発信を、推進協議会
は協力店の周知を積極的に行うものです。詳細は下記
までお問い合わせください。

問商工観光課　ジオパーク推進係
　  0974-22-1001（内線2452）

「豊後大野市空き家相談会」を開催します。

「業務改善助成金」の活用を

ジオパークフレンドショップについて（募集）

　平成29年就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認
定試験が実施されますので、受験希望者は、学校教育
課までお問い合わせください。
◆受験案内配布期間　９月８日（金）まで
◆出願期間	 ８月21日（月）～９月８日（金）
◆試験期日	 10月26日（木）

問教育委員会　学校教育課
　  0974-22-1001（内線2211）

◆職　　種	 一般事務、教育事務、警察事務
　※職種は第３志望まで選択可能です。
◆受験資格	 次のすべてを満たす者
	 ①身体障害者手帳の交付を受けている者
	 ②介護者なしに職務の遂行が可能な者
	 ③昭和63年４月２日から平成12年４月１日
	 　までに生まれた者
	 ④活字印刷文または点字（「一般事務」または
	 　「教育事務」に限る）による出題に対応
	 　できる者
◆受付期間	 ８月28日（月）～９月15日（金）まで
◆申込方法	 郵送、持参、インターネットの
	 いずれかの方法
◆試験日・会場	 10月15日（日）　大分県庁舎

問大分県人事委員会事務局　☎097-506-5212（直通）

C型肝炎検査はされましたか？
製剤による感染の給付金を受けるには、平成30年１
月15日（月）までに裁判提起を！
詳しくは、

問大分県福祉保健部　薬務室　☎097-506-2650

平成29年度 就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験について

平成29年度 身体障がい者を対象とした
大分県職員採用選考試験

出産や手術で大量出血した方等へ

検索政府広報 C型肝炎
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①電池の寿命の場合は電源ランプが点滅。

音声お知らせ端末

②ふたを開けて、単三電池４本を交換。

① 放送中ランプ
 ・放送中はランプが光ってお知らせします。
② 全域再放送ボタン
 ・市全域に対して放送された放送内容を再度聞くことができます。
③ 地域再放送ボタン
 ・未再生のグループ放送が録音されていると『緑色』のランプが点灯します。
 ・ボタンを押すと、録音されている放送を聞くことができます。
 （録音は５件まで録音されます）
④ ＦＭラジオボタン
 ・ボタンを押すと選局ができます。【NHK-FM⇒FM大分⇒FM福岡の順】
⑤ 音量調整
 ・右に回す『　』と音が大きく、左に回す『　』と音が小さくなります。
 ・緊急時は、位置に関係なく最大音量になります。
⑥ ラインランプ
 ・異常の場合、ランプが点滅します。センターへ連絡してください。
⑦ 電源ランプ
 ・点灯…正常に作動中
 ・点滅…電池容量が少ないか、アダプターが抜けている場合
⑧ 乾電池ボックス　
 ・停電した時の予備電源。『１年』ごとに新しい電池に交換してください。

　音声お知らせ端末は、停電時に電源が自動で電池に切り替わります。電池が消耗すると、電源ランプが点滅しますので、
電池（単三電池４本）を交換してください。電池交換は１年に１回が目安です。
　停電が長時間になると、電池が消耗しますので、予備電池の備えが必要です。

会場名 相談日 時　間 場　所

清　川 ８月７日（月） 13時～16時 神楽会館

緒　方 ８月８日（火） ９時～12時 緒方支所

朝　地 ８月10日（木） ９時～12時 朝地支所

大　野 ８月21日（月） ９時～12時 隣保館

千　歳 ８月10日（木） ９時～12時 千歳公民館

犬　飼 ８月18日（金） ９時～12時 犬飼公民館

　　問い合わせ先
大分行政評価事務所　☎097－532－3715

平成29年度行政相談日程表韓国ホームステイ交流参加者募集
　豊後大野市と友好交流協定を結んでいる韓国機張郡とは、
20年にわたり相互訪問交流を続けています。
　今回は、現地にてホームステイなどを通じて市民の方々
の国際感覚の高揚と両地域の友好交流を深めることを目的
とした研修を以下のとおり行います。
　皆さんのご参加をお待ちしています。
○訪 問 先：大韓民国釜山広域市機張郡長安邑ほか
○訪 問 日：10月26日(木)から10月29日(日)
	 （３泊４日うちホームステイ１泊）
○旅行費用：５万円程度（うち国際交流協会より１/５を助
	 成）ただしパスポート取得費用は除きます。
○募集人数：20名程度（20歳以上）
○申込期限：８月31日(木)
◆申し込み・問い合わせ先：まちづくり推進課 地域振興係
　  0974-22-1001（内線2443）または各支所

ケーブルテレビセンターからのお知らせ

　音声お知らせ端末は、市が行政・防災情報をお知らせする目的で設置しています。
　市民の皆さまの費用負担はございません。音声お知らせ端末のみの加入（加入金・工事費不要）もできますので、取り付け
のお済みでないご家庭は、市役所情報推進課及び各支所で申し込みをしてください。
○市全域の一般放送の放送時間………18時40分～ ※地震や火災などの緊急放送等は随時放送します。また、緊急時には音声お知らせ

　端末からケーブルや電源コードを抜き、持ち出してＦＭラジオを聴くことができ
　ます。【電池残量に注意】

今後も大雨、台風や地震等の災害が想定されますので、音声お知らせ端末の使い方、電池の交換について、確認や備えをお願いします。

問い合わせ先：豊後大野市ケーブルテレビセンター【市役所情報推進課】  0974-34-3334

音声お知らせ端末の設置はお済みですか？

音声お知らせ端末の電池交換はお済みですか？
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ハローワーク豊後大野　（７月14日現在） ※黒字：月給 青字：時給求 人 情 報
①介護職員（デイサービスセンター）13万円～17万円　②建築施工管理21万円～36万円　③ガソリンスタンド販売員15万円～17万円　④美容師（アシスタント）13万円
～17万円　⑤運転手（生コン車）17万円～20万円　⑥介護福祉士15万円～19万円　⑦栄養士16万円～21万円　⑧調理師20万円～25万円　⑨一般事務員14万円～15万円
⑩製造技術者及び総合職25万円～35万円　⑪調理補助員及び販売員（パート）750円～　⑫訪問介護員(登録ヘルパー)（パート）1,200円～1,300円　⑬医療事務員（パート）750円
～940円　⑭レジ担当（パート）850円　⑮仕分作業員（パート）800円～850円
※平成19年10月１日から雇用対策法が改正され、求人募集における年齢制限が原則禁止されました。
　応募にはハローワークの紹介状が必要となります。お気軽におたずねください。また、インターネットでもお仕事を探すことができます。
　アドレスは右記のとおりです。　https：//www.hellowork.go.jp/ 　　 問い合わせ先  ハローワーク豊後大野　☎0974-22-8609

■市営住宅
・東営住宅：１戸　　　　・朝日ケ丘住宅：１戸　
・もみじケ丘住宅：２戸
（60歳以上の方、身体障がい者１～４級の方等は単身入居可能）
・朝地住宅：１戸　（子育て世帯のみ）
・菅尾住宅：２戸　・東営住宅：２戸　・朝日ケ丘住宅：１戸

■特定公共賃貸住宅
・清川駅前下住宅：１戸　・妙見第二住宅：１戸
　　

■市営住宅（随時募集）
　上記とは別の物件を随時募集しています。
・柳井田住宅：２戸　・平原住宅：１戸　・中 原 住 宅：１戸
・壱丁田住宅：１戸　・久原住宅：４戸　・上津尾住宅：１戸

特公賃・まちづくり促進住宅　
・牧口住宅：２戸　　　　　・清川駅前下住宅：１戸
・フォレスタおがた：２戸　
・そよかぜ田園住宅：１戸　・さわやか団地千歳住宅：１戸
　

■申込資格
・現に住宅に困窮していることが明らかなこと。（持ち家がな

いこと）
・市税等の滞納がないこと。（介護保険料、上下水道料、保育

料、給食費等も含む）　
・入居者・同居する親族が、暴力団員でないこと。
・市営住宅については世帯全員の合計所得が月額15万８千円

以下であること。
・特定公共賃貸住宅、まちづくり促進住宅については世帯全員

の合計所得が月額15万８千円を超え48万７千円以下である
こと。

・単身入居可能などの指定がある場合を除き、同居する
親族（婚約者を含む）がいること。

■申込方法
・豊後大野市営住宅管理センター（本庁建設課内）また

は各支所に備えている入居申込書および誓約書に必要
事項を記入の上、提出してください。

■募集期間　８月１日（火）～８月９日（水）
	 ※土・日・祝日は除く、８時30分～17時

■抽　　選　８月10日（木）13時30分～
	 豊後大野市役所　３階　302会議室

■入居条件
・入居時に敷金（家賃額の３か月分）の納付および連帯

保証人（原則として市内在住者）２名必要です。

■次回は11月に募集を予定しています。

■大分県住宅供給公社のホームページ
　(http://www.oita-jkk.jp/)で詳細を公開しています｡

□問い合わせ先
　豊後大野市営住宅管理センター(本庁建設課内)
　☎ 0974-24-0366

特色ある保育として、
英会話（週4回、４人の外国人講師）。
書き方（硬筆）・ヒップホップのダンス。
休日は保育園に準じる。
月曜日～土曜日（７時～19時）。
水曜日に園を開放・詳しくは☎097-578-0149
なお、ネイティブスピーカーによる英会話を開催。
費用は月5,000円（小学生対象）

犬飼幼稚園 園児募集
4 4 4 4 44 4 4 4 44

3歳児から5歳児

広告広告

　公営住宅等の入居者を以下の要領で募集します。
　なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
応募規定によりお断りする場合もございますので、
あらかじめご了承ください。

公営住宅の
入居者募集について

エイトピアおおの Re：映画塾2017 参加者募集！　　　　　　　　　　
　「Re：映画塾」とは、地域コミュニティの活性化と地域文化の発信を目
的とし、映像製作に携わる現役スタッフとともに、集まった地域の方々と
一緒に短編映画をつくる企画です。その手法はワークショップ形式で、は
じめての方や子どもから大人まで老若男女問わず、そのとき出会ったメン
バーとしか作れない映画を製作します。映画作りに興味のある方はぜひ参
加してみませんか？
開催日：８月11日（金）～14日（月）
	 原則として４日間のご参加をお願いします。
場　所：豊後大野市総合文化センター（撮影場所は市内各所）
参加費：一般 　3,000円／ 高校生以下　1,000円
定　員：15名　経験不問・小学校4年生以上
	 ※未成年の方は保護者の同意が必要です。
問い合わせ先：エイトピアおおの　  0974-22-8000（担当：廣瀬）
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●
法
元　
理
人（
り
ひ
と
）

「
勇
斗・輝
美（
三
重
大
原
）」

●
水
田　
菜
都（
な
つ
）

「
知
宏・早
希（
市
場
四
区
）」

●
石
田　
奏
未（
か
な
み
）

「
宏
輝・泰
葉（
下
赤
嶺
岡
）」

●
亀
井　
光
真（
こ
う
ま
）

「
郷
平・由
紀
子（
下
赤
嶺
朝
日
丘
住
宅
）」

●
首
藤　
蒼
人（
あ
お
と
）

「
眞
幸・香
奈
恵（
下
赤
嶺
東
）」

●
安
友　
芽
依（
め
い
）

「
昭
博・茜（
三
重
原
）」

●
木
﨑　
正
清（
ま
さ
き
よ
）

「
二
郎・恵
子（
三
重
原
）」

●
佐
藤　
琉
牙（
り
ゅ
う
が
）

「
大
剛・侑
美（
三
重
原
）」

●
小
野　
歩
結（
あ
ゆ
む
）

「
英
章・真
弓（
三
重
原
）」

●
赤
嶺　
水
悠（
み
ゆ
う
）

「
直
和・和
恵（
三
重
原
）」

●
森　
葵
衣（
あ
お
い
）

「
一
茂・舞
衣（
三
重
原
）」

●
戸
上　
彩
美（
あ
み
）

「
武・芳
恵（
三
重
原
）」

【
大
野
】

●
甲
斐　
拓
海（
た
く
み
）

「
善
之・由
美
子（
田
代
）」

●
田
邊　
統
也（
と
う
や
）

「
正
明・佳
代
子（
田
代
）」

【
犬
飼
】

●
戸
田　
旬（
し
ゅ
ん
）

「
啓
太・亜
喜
子（
久
原
住
宅
）」

●
　
澤　

宏
一（
84
・
砂　

田
）

【
緒
方
】

●
　
原　

昭
子（
90
・
下
徳
田
）

●
河
室　

宣
昭（
79
・
柚　

木
）

●
後
藤　

良
澄（
86
・
軸
丸
北
）

●
佐
　　
博
士（
88
・
馬　

場
）

●
後
藤　

通
義（
93
・
馬　

場
）

●
原
尻　

正
直（
88
・
井　

上
）

●
渡　
　

光
子（
92
・
野　

尻
）

【
朝
地
】

●
羽
田
野
一
男（
81
・
朝　

倉
）

●
森　
　

邦
明（
89
・
宮
生
中
央
）

●
工
藤　

清
馬（
91
・
温　

見
）

●
小
野
フ
ク
エ（
100
・
小
川
野
）

●
小
野
勢
津
子（
79
・
小
川
野
）

【
大
野
】

●
茂
里　

数
明（
82
・
佐　

代
）

●
首　
　

作
義（
89
・
駒　

鹿
）

●
足
立
ト
ミ
子（
89
・
大
野
大
原
）

●
佐
藤
ミ
ド
リ（
90
・
大
野
大
原
）

●
城
井
テ
ル
コ（
93
・
郡　

山
）

●
安
東　

忠
司（
76
・
矢　

田
）

●
藤
井　

志
朗（
85
・
小
倉
木
）

【
千
歳
】

●
益
永　
　

正（
88
・
柴　

山
）

●
沓
掛　

宏
志（
70
・
田　

口
）

●
梅
木
ト
ミ
コ（
70
・
横　

尾
）

【
犬
飼
】

●
安
部　

雪
枝（
102
・
犬
飼
山
田
）

●
金
丸　

金
義（
92
・
上
六
区
）

《
６
月
中
届
出
・「 　
」
内
は
保
護
者
敬
称
略
》

＊
ご
家
族
が
同
意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●日　　時	 ８月20日（日）
●開場時間	 12時　　●公演時間	 13時～16時
●場　　所	 神楽会館
●入 場 料 	 大人　1,000円(当日1,500円)
	 中学生以下　500円(当日1,000円)
●出演団体	 浅草流松尾神楽
●演　　目	 天皇位・退治ほか
●チケット	 神楽会館、エイトピアおおの、市内各公民館、ローソンチケット
●問い合わせ先：神楽会館 0974-35-2372

【神楽会館一般公演】

●問〒879－7198
豊後大野市三重町市場1200番地
豊後大野市役所 総務課 秘書広報係
　0974-22-1001（内線 2006）

市民の皆さんが行う活動の
参加者・会員募集、またイベン
トの周知など、いろいろな情
報を掲載します（営利目的の
ものなどは掲載できません）。
皆さんからの情報をお待ち
しています（誌面の都合で掲
載できないこともあります
ので、ご了承ください）。

ひろば

お
誕
生

お
め
で
と
う

【
三
重
】

●
伊
東　

久
直（
76
・
上
田
原
）

●
佐
藤　

浪
子（
85
・
上
田
原
）

●
都　

喜
代
子（
76
・
上
田
原
）

●
渡　

カ
ホ
ル（
95
・
法
泉
庵
）

●
三
代
ミ
ヤ
子（
89
・
市
場
一
区
）

●
江
藤
再
代
子（
86
・
上
赤
嶺
二
区
）

●
麻
生　

成
子（
87
・
羽　

飛
）

●
田
中
千
栄
子（
86
・
内　

山
）

●
小
深
田
定
木（
96
・下
赤
嶺
中
の
原

）

●
藤
澤　

妙
子（
87
・下
赤
嶺
中
の
原

）

●
麻
生　

哲
明（
80
・
金　

田
）

●
山
内　

清
美（
78
・
三
重
原
）

●
盛
池　

軍
士（
97
・
三
重
原
）

●
神
志
那
小
枝
子（
78
・
内　

田
）

●
栁
井
シ
ゲ
子（
92
・
内　

田
）

●
久
保
田
マ
ス
子（
86
・
内　

田
）

●
神
田　

候
江（
90
・
下
玉
田
）

●
眞
名
井
賢
士（
87
・
中
津
無
礼
）

●
三
浦　

月
世（
89
・
中
津
無
礼
）

●
衞　
　

良
一（
70
・
久
知
良
二
区
）

【
清
川
】

●
佐
藤　

親
幸（
100
・
白
山
上
）

●
髙
山
ヱ
ミ
子（
92
・
宇
田
枝
）

●
　
原　
　

忍（
84
・
三　

玉
）

《
６
月
中
届
出
・
敬
称
略
》

＊
ご
家
族
が
同
意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

大分ラグビーファンゾーン
～２年前イベント
●日　時　10月８日（日）　10時～（予定）
●場　所　シンボルロード「大分いこいの道」広場
	 （ホルトホール大分前）
●内　容　ラグビーワールドカップ2019PRブース、
	 グルメコーナー、ステージイベント等
●入場料　無料

ラグビー関係

イベントのお知
らせ

ジャパンラグビートップリーグ
対戦カード
キヤノンイーグルス対ヤマハ発動機ジュビロ
●日　　時　９月24日（日）　14時　キックオフ
●場　　所　大分銀行ドーム
●イベント　ステージイベント、フードコート等
●入場料（前売）　中央席　一般：2,500円　小中高：1,200円
	 自由席　一般：1,800円　小中高： 500円
	 ペア券：3,000円（１名当たり1,500円）
●交　　通　大分駅から無料シャトルバスを運行

先
月
号
の
23
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た

く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
内
の
大
分
地
方
裁

判
所　

竹
田
支
部
の
電
話
番
号
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
0
９
７
４-

６
３-

２
０
０
4

（
正
）
０
９
７
４-

６
３-

２
０
４
０

●問い合わせ先：大分県ラグビーフットボール協会　☎050-3786-2019
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当番日 医療機関名 電話番号
８月６日（日） 麻生眼科（三重町） 0974-22-0021
８月11日（金） 後藤耳鼻咽喉科医院（三重町） 0974-22-2088
８月13日（日） 帰巖会みえ病院（三重町） 0974-22-2222
８月20日（日） いぬかい児玉医院（犬飼町） 097-578-5015
８月27日（日） 土生医院（三重町） 0974-22-0444
９月３日（日） 多田整形外科クリニック（三重町） 0974-22-8717
※当番医医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありますので、
　受診の際は事前に電話等でお確かめください。

当番日 医療機関名 電話番号
８月６日（日） 大塚歯科医院（緒方町） 0974-42-3343
８月11日（金） 第一歯科大塚（三重町） 0974-22-6377
８月13日（日） 市場のはいしゃさん（三重町） 0974-22-1455
８月20日（日） 羽田歯科医院（三重町） 0974-22-0317
８月27日（日） 熊瀬歯科医院（三重町） 0974-22-0327
９月３日（日） ごとう歯科口腔外科クリニック（三重町） 0974-22-1118
　　　　　　医療機関によって異なりますので、
あらかじめ医療機関に電話等でお問い合わせください。

診療時間
９時～17時

診療時間
９時～12時

救 急 告 示 施 設 帰巖会 みえ病院（三重町）☎0974-22-2222
豊後大野市民病院（緒方町）☎ 0974-42-3121　福島病院（三重町）☎0974-22-3321
救 急 告 示 施 設

野犬の捕獲日
日時：２日（水）　　　21日（月）
　　　７日（月）　　　23日（水）
　　　９日（水）　　　28日（月）
　　　16日（水）　　　30日（水）
問

▲

豊肥保健所　☎0974-22-0162

猫の引取日
日時：２日（水）　14時～15時
　　　16日（水）　14時～15時
問

▲

豊肥保健所　☎0974-22-0162

無料相談のご案内
消費生活相談
毎週月～金曜日　８時30～17時
問

▲

市消費生活センター（商工観光課内）

　　☎0974-22-1018

不動産に関する相談
日時：24日（木）　９時～12時
場所：市中央公民館（市役所２階）
問

▲

総務課総務係　☎0974-22-1001

市清掃センターごみ持ち込み
日時：６日（日）※８月のみ第１日曜日
　　　９時～12時、13時～16時
問

▲

市清掃センター　☎0974-22-4733

日　時　８月27日（日）　開場14時30分　開演15時
会　場　エイトピアおおの大ホール
演　目　オープニング
	 ・三重中学校吹奏楽部の演奏
	 ・「合唱で時代劇」（アルテヴィーヴァ合唱団）
	 オペラ「愛の妙薬」（ドニゼッティ作曲）
入場料　一般　2,000円／学生　1,000円
　　　　※当日　500円増
問い合わせ先
　エイトピアおおの　 0974-22-8000

第７回　アルテヴィーヴァコンサート in 豊後大野

豊後大野市で
７回目となる
アルテヴィーヴァコンサート。
国内外で活躍するプロのアーティストと、
市民が同じ舞台に立ち本格的なオペラを披露
します。

第７回　アルテヴィーヴァコンサート in 豊後大野

受付時間

当番日 医療機関名 電話番号
８月６日（日） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
８月11日（金） みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
８月13日（日） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
８月20日（日） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
８月27日（日） みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
９月３日（日） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
　　　　　　医療機関によって異なりますので、
あらかじめ医療機関に電話等でお問い合わせください。
※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがありますので、ご了承ください。
※�当番医療機関については、やむを得ず変更になる場合がありますので、緊急の場合は、受診される
医療機関に電話等でお確かめください。

※毎月の当番表については、各医療機関の院内に掲示するほか、豊肥保健所ホームページ
　（http://www.pref.oita.jp/site/houhi/）のお知らせ欄に記載しています。

受付時間 診療時間
９時～12時

豊後大野市医師会の日曜日・祝日の輪番在宅当番医

小 児 科 休 日 当 番 医

歯 科 休 日 当 番 医

くらしのカレンダーくらしのカレンダー

８月
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それぞれ地域の魅力が
たっぷり詰まった

夏のイベントに、ぜひ、
お出かけください。

夏のイベント
情報！

８月12日㈯
◦会　場　師田原ダム周辺（大野町）
◦時　間　18時30分～
	 （花火打上20時40分～）
◦問い合わせ先
　しだはら湖面火まつり実行委員会（大野支所）　 0974-34-2301

第29回しだはら湖面火まつり

第15回豊後大野市らいでん祭り
８月13日㈰
◦会　場　三重町市場ロータリー付近
◦時　間　18時～（交通規制19時～）
◦問い合わせ先
　らいでんまつり実行委員会　☎090-8838-5324

第32回名水白山川しぶきあげ大会
８月15日㈫
◦会　場　白山川河川プール（三重町）
◦時　間　13時～
◦問い合わせ先
　商工観光課　 0974-22-1001

2017（第47回）あさじ夏祭り
８月15日㈫
◦会　場　朝地公民館グラウンド
◦時　間　18時～
◦問い合わせ先
　朝地町ふるさとづくり実行委員会（朝地支所）
　 0974-72-1111

第44回豊後大野市納涼花火大会
８月19日㈯
◦会　場　三重町大原グラウンド
◦時　間　19時30分～（花火打上19時45分～）
◦問い合わせ先
　豊後大野市商工会　☎0974-22-1193

2017豊後犬飼大野川フェスティバル
８月26日㈯
◦会　場　大野川河川公園（犬飼大橋下）
◦時　間　18時～（花火打上20時～）
◦問い合わせ先
　豊後犬飼大野川フェスティバル実行委員会（犬飼支所）
　 097-578-1111

小
こ

松
だ

明
い

火祭り
８月14日㈪
◦会　場　原尻の滝周辺および緒方平野一帯
◦時　間　19時30分点火
	 （交通規制18時30分～）
◦問い合わせ先
　小松明火祭り実行委員会（緒方支所）　 0974-42-2111

第29回しだはら湖面火まつり

第15回豊後大野市らいでん祭り

第32回名水白山川しぶきあげ大会

2017（第47回）あさじ夏祭り

第44回豊後大野市納涼花火大会

2017豊後犬飼大野川フェスティバル

小
こ

松
だ

明
い

火祭り

ま
ち
の
う
ご
き

市民の願い
「核兵器のない世界、恒久平和」

納税等のご案内
市県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者
医療保険料、保育料（幼稚園・保育所・認定こども
園）、給食費、住宅等使用料、水道料金、農業集落排
水施設使用料、下水道使用料、浄化槽使用料、養護老
人ホーム入所負担金、やすらぎ団地土地使用料、市営
駐車場使用料、市有地貸付料、ケーブルテレビ使用料

納期限（口座振替日）8月31日（木）
※ケーブルテレビ使用料 8月28日（月）

原爆犠牲者および戦没者を追悼する
とともに、世界の恒久平和を願い、下
記の日時にサイレンの吹鳴を行います。

市民の皆さまは、サイレン（１分間）
を合図に、黙とうを捧げていただきま
すようお願いします。

■日　時
・８月６日（日）午前８時15分
・８月９日（水）午前11時２分
・８月15日（火）正午

問い合わせ先
　総務課 総務係
　 0974-22-1001（内線2408）

●人　口� 37,094人（　－46人）
●　男� 17,166人（　－23人）
●　女� 19,928人（　－23人）
●世帯数� 16,410世帯（　　　２世帯）
平成29年6月30日現在（　）内は前月比
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